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序

本書は、当財団が平成 12年度 (2000年度)及び 13年度 (2001年度)の 2年

間に行った和歌山市内の遺跡発掘調査の概要をまとめたものです。

調査の結果、主な遺構 として、大田・黒田遺跡では弥生時代前期の環濠 2条や中

期の土器棺墓群、西庄遺跡では古墳時代の掘立柱建物や炉堤をもつ製塩炉、旧中筋

家住宅 (国指定重要文化財)では、近代以降の石組溝や石列などを検出し、遺跡の

様相を明らかにすることができました。

以上、当財団の調査による新たな学術調査成果は、郷土の歴史を語る上でなくて

はならない重要な視点を与えることになりました。本書が私たちの郷土に関する歴

史知識を豊かにすることを願ってやみません。

本書出版に際 して、発掘調査にあたつて多大の御協力をいただいた地元の皆様及

び本書編集にあたり種々の御教示を賜 りました先生方に厚 く御礼申し上げます。

平成16年 (2004年 )3月 31日

財団法人 和歌山市文化体育振興事業団

理事長 宇 治 田 克 夫
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1.本書は、平成 12年度 (2000年 度)。 13年度 (2001年 度)に実施 した和歌山市内における

埋蔵文化財発掘調査事業の概要を掲載するものである。

2.本書に掲載の調査については、既に報告書を刊行 したものもある。未完のものについては報告

書が干J行 された際に、その報告をもって正式報告とする。

3.本書の執筆については、執筆分担の文責を文末に記載し、編集は北野隆亮が行った。

4.埋蔵文化財発掘調査及び本年報作成は、以下の事務局組織で行った。

口

埋蔵文化財発掘調査

【平成 12年度 (2000年 度)】

和歌山市教育委員会

教育長   山口喜一郎

文化財室長 榎本直樹

文化財班長 小原保誠

学芸員   益田雅司

【平成 13年度 (2001年 度)】

和歌山市教育委員会

教育長   山口喜一郎

文化財室長 榎本直樹

文化財班長 田中郁次

学芸員   益田雅司

【事務局組織 (埋蔵文化財関係)】

財団法人和歌山市文化体育振興事業団

理事長

総務室長

主 事 (埋蔵文化財事務担当)

主 事 (    ク    )
学芸員 (埋蔵文化財発掘調査担当)

学芸員 (     ク     )
学芸員 (     ク     )
学芸員 (     ク     )
学芸員 (     ク     )
学芸員 (     ク     )

財団法人和歌山市文化体育振興事業団

理事長

総務室長

総務室班長

主 事 (埋蔵文化財事務担当)

学芸員 (埋蔵文化財発掘調査担当)

学芸員 (     ク     )
学芸員 (     ク     )
学芸員 (     ク     )
学芸員 (     ″     )
学芸員 (     ク     )

喜多誠一

藤田光彦

西山佳宏 (～平成 12年 7月 )

山口美二 (平成 12年 8月 ～
)

北野隆亮

井馬好英

奥村 薫

高橋方紀

藤藪勝則

川口修実

喜多誠一

高野真次郎

久保雅英

山口美二

北野隆亮

井馬好英

奥村 薫

高橋方紀

藤藪勝則

川口修実



年報作成

【平成 15年度 (2003年 度)】

財団法人和歌山市文化体育振興事業団

理事長

事務局長

総務課長

総務課班長

事務主任 (埋 蔵文化財事務担l当 )

学芸員  (埋蔵文化財発掘調査IH当 )

学芸員  (     ク     )
学芸員  (     ク     )
学芸員  (     ク     )
学芸員  (     ″     )
学芸員  (     ″     )

宇治出克夫

土岐 戯|

久保雅英

小栗孝町{

山口美 i

北野降亮

井馬好英

奥村 薫

高橋方紀

藤藪勝則

川口修実



ー卜
=

S
い

ロ

ヤ

次

I.は じめに

1.平成 12年度 (2000年度)の調査 …………………………………………………………………・1

2.平成 13年度 (2001年度)の調査 ・・…………………………………・,・ …………………………・2

Ⅱ.埋蔵文化財の発掘調査概要

【平成 12年度 (2000年度)】

1.楠見遺跡発掘調査 ……………………………………………・………………………………………4

2.鳴神Ⅵ遺跡第 5次調査 ………………………………………………………………………………・6

3.岩橋Ⅱ遺跡発掘調査 ・…………………………………………………………………………………8

4.大田・黒田遺跡第45次調査 ・………………………………………………………………………10

5.

6.

7.

8.

9.

10.

I平成

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.史跡和歌山城第 24次調査 ………………………………………………………………………・・,・ 80

Ⅲ.普及啓発活動 ………………………………………………………………………………………… 82

目

大田・黒田遺跡第 46次調査 ・………………………………………………………………………14

西庄遺跡第 2次調査 …・………………………………………………………………………………18

西庄遺跡第 3次調査 ………………………………………………………………………………… 22

旧中筋家住宅発掘調査 ……………………………………………………………………………… 30

大田・黒田遺跡第 47次調査 ………………………………………………………………………・32

史跡和歌山城第 23次調査 ・…・,・ ……………………………………………………………………36

13年度 (2001年度)】

太田・黒田遺跡第 48次調査 ・………………………………………………………………………38

大田・黒田遺跡第 49次調査 ……………………………………………………………………… 40

有功遺跡第 3次調査 …・………………………………………………………………………………42

旧中筋家住宅第 2次調査 ………………………………………………………………………… 44

大田・黒田遺跡第 50次調査 ……………………………………………………………………… 46

大田・黒田遺跡第 51次調査 ・………………………………………………………………………50

太田・黒田遺跡第 52次調査 ……………………………………………………………………… 56

秋月遺跡第 9次調査 ………………………………………………………………………………… 60

史跡和歌山城第 25・ 26次調査 ………………………………………………………………… 64

旧中筋家住宅第 3次調査…………………………………………………………………………… 68

和歌山城跡第 8次調査 ……………………………………………………………………………… 72

川辺遺跡発掘調査 ………………………………………………………………………………… 76







I.は じめに

1.平成 12年度 (2000年度)の調査

和歌山市における平成 12年度 (2000年度)の本財団の発掘調査受託事業は 10件である。

調査に至った原因としては、事務所ビル建設などの民間受託が 3件に対 して市道拡幅などの公共

的な調査が 7件 を数え、比率的には3年連続で公共的な調査が主体を占めたことになる。公共的な

調査では和歌山城の石垣改修などの史跡整備関連調査のほか、国の重要文化財である旧中筋家住宅

の解体修理工事に伴う調査が行われた。

これらの調査で、いくつかの重要な成果が得られているので以下にまとめることとする。

弥生時代

弥生時代については、大田・黒田遺跡のほぼ中心部に位置する第 45次調査で前期の環濠 2条な

どを検出し、前期段階で環濠集落が形成されていたことが明らかになった。また、隣接する第 46

次調査では同じく前期の土坑などを検出し、前期段階での遺跡の広が りを知るための資料を得た。

さらに、北西部に位置する第 47次調査では中期初頭の溝から木製の鋤が出土 し、近接地に水田等

の生産域の存在を示唆するものといえ、当地での農耕の実態を考える上において貴重な資料を得た。

古墳時代

古墳時代については、先述の大田・黒田遺跡第 45次調査で前期初頭頃の銅鏃が出土 したほか、

第 46次調査では前期の竪穴住居などを検出した。また紀ノ川北岸に位置する西庄遺跡では、遺跡

南東部の第 2次調査で新たな横穴式石室 1基 を確認 した。また、遺跡中央部で行った第 3次調査で

は後期の掘立柱建物や炉堤をもつ製塩炉を検出し、多量の製塩土器が出上 した。

奈良・平安時代

大田・黒田遺跡第 47次調査で集落北西縁辺部に掘削された奈良時代の溝を検出し、第 46次調査

【2000年度調査一覧表】

番号 調 査 名 原   因 調査期間 面 積 調 査 概 要 担当者名 備 考

1 楠見遺跡 遺跡確認 6月 35ぽ
遺跡範囲が北西方向に広がることを

確認。
藤藪

2 鳴 7LH Ⅵ遺跡第 5次 市道拡幅 7月 8ヽ月 1 20 1nl 江戸時代以前の氾濫源の堆積を確認。
高橋
∫‖IJ

3 岩橋Ⅱ遺跡 遺跡確認 8月
２

ｍ 南北方向に延びる石列 2条を確認。 藤藪

4 大田 黒田遺跡第45次 事務所ビル建設 10月 ヽ1月 300r
弥生時代前期の環濠を2条検出。

弥生時代中期の絵画土器出土 c

古墳時代初頭の銅鏃出土.

井馬
川日

5 大田・黒田遺跡第46次 遺跡確認 11月 ～12月 90ぼ
弥生時代前期の土坑、占墳時代の堅

穴住居などを検出.平安時代の須恵

器円面硯出土 c

井 FFl

6 西庄遺跡第 2次 遺跡確認 11月 35前
遺跡南東部の古墳群を構成する新た

な古墳 1基を確認.
藤藪

7 西庄遺跡第 3次 共司住宅建設 12月 48111
古墳時代後期の掘立柱建物 1棟や
炉堤をもつ製塩炉を検出。

藤藪

8 旧中筋家住宅 解体修理 12月
，
ｍ 近代以降の入力車庫の変遷を確認。 高橋

9 大田 黒田遺跡第47次 集合住宅建設 12月 ～2月 190ぽ
弥生時代中期初頭の溝から木製tJb出

t.
井馬
藤藪

史跡和歌山城第23次 石垣改修 2月 3ヽ月
２

ｍ
和歌山城南東部堀の石垣構築状況を

確認。

野
橋

北
高
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では平安時代前期の須恵器円面硯が出土 した。また、西庄遺跡第 3次調査で奈良時代から平安時代

にかけての土坑や溝を検出した。

鎌倉・室町時代

鎌倉時代については、大田・黒田遺跡第 45次調査で井戸 2基など、第 46次調査で溝 2条 などを

検出した。溝は室町時代にかけて踏襲されてお り、土地区画の方向性や大田城跡との関わりを考え

る上で貴重な成果を得た。また、大田・黒田遺跡第 45次調査において、室町時代後期の土葬墓か

ら保存状態の良い成人男性の人骨が出土し、大田城跡との関わりを考える上で貴重な資料提供となった。

江戸時代

江戸時代については、史跡和歌山城東堀の南東佃1に位置する石垣の基底部の構築状況や石垣改修

の時期等について確認 した。

近代

近代については、旧中筋家住宅において近代以降の人力車庫の変遷を確認 した。

2.平成 13年度 (2001年度)の調査

和歌山市における平成 13年度 (2001年度)の本財団の発掘調査受託事業は 12件である。

調査に至った原因としては、集合住宅建設などの民間受託が 5件 に対 して市道拡幅などの公共的

な調査が 7件 を数える。前年同様公共的な調査が多いが、民間受託件数も増加傾向にある。民間受

託のうち太田・黒田遺跡での調査が 4件 を数え、JR和歌山駅東側の開発が顕在化 したといえよう。

公共的な調査では前年に引き続き和歌山城の石垣改修などの史跡整備関連の調査や旧中筋家住宅の

解体修理工事に伴う調査が行われた。また、和歌山市教育委員会の直接調査 として、和歌山城の配

管設置に伴う調査が 1件行われた。

以上の調査で、いくつかの重要な成果が得られているので以下にまとめることとする。

縄文時代

縄文時代については、紀ノ川北岸の川辺遺跡で後期から晩期の遺物包含層を検出したことから、

下面に遺構面が存在する可能性を明らかにした。

弥生時代

弥生時代については、大田・黒田遺跡第 50次調査で前期の土坑やピット、第 52次調査で中期初

頭の井戸や中期の竪穴住居 2棟などを検出した。また遺跡北西部に位置する第 48次調査では中期

の土器棺墓 7基 と溝などを検出し、遺構の重複関係から中期に当地が墓域から水田へと土地利用が

変遷することを明らかにした。このほか、中期の溝底から管

'大

土錘 91点が一括出土した。また、第

51次調査では前期の環濠とみられる溝の一部を検出し、当該期のムラの規模を知るための資料を得た。

紀ノ川北岸においては、先述の川辺遺跡で中期の松菊里型住居 2棟などを検出し、石器製作に関

わる遺物も出土している。

古墳時代

古墳時代については、大田・黒田遺跡第 50次調査で前期の竪穴住居などの遺構を検出したこと

から、集落の中心部の一角であったと考えられる。また秋月遺跡第 9次調査で庄内式併行期の大型

竪穴住居や後期の祭祀遺構 とみられる土坑などを検出した。

-2-



奈良 。平安時代

秋月遺跡において奈良時代の溝や土坑、平安時代後期の井戸などを検出したほか、「神宮寺」に

関係するとみられる瓦が多量に出上 した。

鎌倉 0室町時代

鎌倉時代については、秋月遺跡において土師器皿類や瓦器椀が多量に出土 した大溝や石組井戸を

3基検出した。同遺跡では、室町時代の溝や土坑などを検出し、集落が継続 して営まれていたこと

を確認 した。また大田・黒田遺跡第 52次調査において、鎌倉時代の溝、土坑、井戸などを検出し、

土師器皿・瓦器椀などの遺物が大量に出上 した。

江戸時代

江戸時代の調査は、史跡和歌山城第 25・ 26次調査で二の九と西の丸の間に架けられていた「御

橋廊下」の二の九側取 り付 き部分の調査を行い、御橋廊下の礎石や多聞櫓の礎石を3時期分検出し、

それぞれの構造の変遷を明らかにすることができた。和歌山市教育委員会が行つた第 24次調査で

は、御勘定門に関連する礎石などを検出している。

和歌山城跡第 8次調査では、紀州藩家老水野家屋敷跡を調査 し、基礎石組、礎石、土坑、ピット

など屋敷地に関わる遺構を3時期検出し、江戸時代初頭からの屋敷地の構造を知る上で貴重な成果

を得た。

近代

近代については、旧中筋家住宅において第 2次調査で主屋土間の調査を行い、竃は 2回以上作 り

替えを行っていることを確認 した。第 3次調査は長屋蔵とその周辺を調査 し、近代の石組溝、石列

などを検出し、 3時期の変遷を確認 した。

【2001年度調査一覧表】

番号 調 査 名 原   因 調査期間 面 積 調 査 概 要 担当者名 備 考

11 太田・黒HI遺跡第48次 集合住宅建設 5月 ～8月 300111
弥生時代中期の土器棺墓7基を検出、
管状土錘91点 が溝から一括出土。

高橋

12 大田・黒田遺跡第49次 5月 ～6月 100r
古墳時代の土坑・溝・ビット、江戸時
代の粘土採掘坑を検出。 奥村

有功遺跡第 3次 小学校施設建設 5月 ～7月 2401n 遺跡の西端部の状況を確認した。 藤藪

旧中筋家住宅第 2次 解体修理 5月 ・ｍ
主屋土間割

`分

を調査 c近代の竃を

検出、2回以上の作り替えを確認。
川 口

15 太田 黒田遺跡第50次 個人住宅建築 6月 ヽ7月 48m
弥生時代前卿1の 上坑、古墳時代の
堅穴住居などを確認。

井馬

大田・黒田遺跡第51次 集合住宅建設 7月 60nl
弥生時代前期の環濠、占墳時代の
堅穴住居などを検出。

川 口

17 大田・黒田遺跡第52次 集合住宅建設 8月 ～11月 12011a
弥生時代中期初頭の井戸や中期の

竪穴住居を検出c
藤藪

秋月遺跡第 9次 中学校校舎建設 9月 ～3月 800耐
古墳時代前期の大型竪穴住居、後期の

祭祀上坑、鎌倉時代の大満などを検出。
井 馬

史跡和歌山城第25・ 26次 石垣改修 9月 ～3月 470耐
二の丸西側楷台で3時期の多聞楷、御
橋廊下関連の礎石などを検出。石垣に

組み込まれた石室 (いしむろ)を確認c

高橋

旧中筋家住宅第 3次 解体修理 10月 ヽ11月 255面 近代の石組溝、石列などを検 |11。 川 口

和歌山城跡第 8次 店舗増築 12月 70耐
江戸時代の遺構面を3面検出。基礎
石細、石列、石組溝、礎石などを検出。

北 野

川辺遺跡 遺跡確認 12月 ～2月 1 92 1al
弥生時代中期の松菊里型住居 2棟、近
L初頭の水田区伸i19単位以上を確認。

川 □

史跡和歌山城第24次 配管設置 7月 10111 御勘定門礎石、石敷、石組溝を検出。 益田  ・ ■
=:
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跡壼退
み見０楠１

上

Ⅱ。埋蔵文化財の発掘調査概要
【平成12年度 (2000年度)】

発掘調査

調 査 地 和歌山市大谷 285番地

調査面積 35耐

位置と環境

楠見遺跡は和歌山市の北部、紀ノ川河日から約 5 kmあ まり遡った北岸に位置し、背見山山塊から

南流する小河川によって形成された扇状地の中央末端部に立地する。

本遺跡は楠見小学校を中心 として南北約 200m、 東西約 250mに広がる遺跡であり、周辺には

縄文時代の遺跡として府中Ⅲ遺跡や直川遺跡、六十谷遺跡、また弥生時代の遺跡では平井遺跡、六

十谷遺跡などがみられる。古墳時代中期以降、楠見遺跡の周辺では渡来系の遺物を出土する遺跡が

数多 く確認されている。しかしながら、古墳時代の集落跡の確認された例は少なく、その様相もあ

まり知られていないのが現状である。そのなかで鳴滝遺跡は、大型の倉庫とみられる掘立柱建物や

陶質土器が検出されたことから、紀ノ川を利用した水運の物資集積地としての性格が考えられてい

る。また楠見遺跡の北約 100mに は、全長約 70mの前方後円墳である大谷古墳が築造されている。

大谷古墳からは、朝鮮半島製の馬冑・馬甲が出土 しており、供伴 した馬具・装飾品とともに渡来系

文化を示す貴重な資料である。

調査位置図
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調査内容

調査地は、両側を丘陵に挟まれた谷部

の扇状地端に位置するため、谷筋に平行

する東西 5m、 南北 7mの調査区を設定

した。調査地の基本層序については、調

査地の全面に旧耕作土とその床土である

第 1・ 2層が堆積 している。また江戸時

代の水田耕土と考えられる第 3層 は、黄

灰色の細砂混粘土の堆積が主体となるも

ので、鉄分の沈着面及び土質の変化から

4単位に分けられる。第 4層 は、厚さ 5

～20 cmを 預lる 黒褐色の細砂混粘土で、

古墳時代の土師器・初期須恵器を多数含

み調査区の南半部のみに堆積 している。

第 5層 は、浅黄色のシル トであり、調査

区全体にみられる。

遺構は第 4・ 5層 上面において検出し

た。第 5層上面では、古墳時代中期前半

の土坑 1基及びピット3基 を検出し、第

4層上面では、古墳時代中期中頃の土坑 1

らは器台脚部 (4)、 土坑 1か らは杯身 (

た。

まとめ

今回の調査地点は、楠見遺跡の西側範

囲外の近接地にあたるが、調査では主に

古墳時代の遺構を検出した。また、今回

の調査で検出した古墳時代中期前半の初

期須恵器や土師器、陶質土器を含む黒褐

色土 (第 4層 )は、過去の調査において

も確認されてお り、遺跡の広が りは現在

の遺跡範囲よりもさらに北西に広が り、

大谷地区の集落が立地する扇状地の先端

部にまでのびる可能性が考えられる。

(藤藪勝則)

【参考文献】
『和歌山市内遺跡発掘調査概報』

―平成12年度―和歌山市教育委員会 2002年

0         2m ＼

遺構全体平面図

基や江戸時代の溝 2条 を検出した。このうち、土坑 2か

1)、 直口壺 (2)、 甕 (3)な どの初期須恵器が出土 し

0                     20cm
卜¬一T―T―T一トーーーーーーーJ (4のみ)

溝2 ｀`
ァハ、 、  // ⑤ピット1
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なるかみ

2.鳴神Ⅵ遺跡 第 5次調査

調 査 地 和歌山市鳴神 916-12番地他

調査面積  120計

位置と環境

鳴神Ⅵ遺跡は和歌山平野の中央部、紀ノ川南岸の沖積平野に位置 し、紀ノ川の分流である旧大門

川の氾濫原及びその流域内に立地する。遺跡の推定範囲は東西約 300m、 南北約 150mを 涸|り 、

今回の調査対象地は遺跡の南東部に位置する。本遺跡ではこれまでに4次 に至る調査が行われてお

り、各調査で河道の堆積とみられる砂礫層が確認されるとともに、弥生時代から江戸時代に至る各

時代の遺物が出上 している。また、南東の鳴神Ⅳ遺跡では古墳時代中期から後期の住居群や後期の

方墳が検出されており、調査地南側には古墳時代の集落が存在 していたことが明らかになっている。

調査内容

今回の調査はJF土処理や近接地への進入路確保の都合上、調査は2回 に分けて行い、東似12/3の

範囲を第 1区、残 りの西側を第 2区 とした。掘削部分の合計面積は、約 120耐 を測る。

調査地の基本層序は第 1層 が近現代の整地層及び盛土、第 2・ 3層が近代の整地層、第 4層 が第

1区西端から第 2区東端のみに堆積する部分的な整地上、第 5・ 6層 が江戸時代の遺物包含層であ

る。第 7層以下、第 12層 までは旧河道内の堆積層であり、第 7層 以下は弥生時代から鎌倉時代の

遺物を含んでいるが、第 7層 は鎌倉時代まで、第 8層 は平安時代までの遺物を含むことから、旧河

道の最終堆積の年代は鎌倉時代頃に求められる。遺構は3面の遺構面と、氾濫原の堆積を確認 した。

第 1遺構面は、第 5層 上面において検出した江戸時代後期から近代にかけての遺構面であり、土

坑 6基、ピット7基を確認 した。土坑には直径 12m、 深さ10mを測る規模の大きなものがあり、

鳴神Ⅳ遺跡の範囲

調査位置図
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坑内に粘土を貼 り付けた構造のものが見られた。

第 2遺構面は、第 6層及び第 7層 上面において検出した江戸時代後期の遺構 inで ある。遺構は耕

作に関連する南北方向の溝 10条、東西方向の溝 3条、柱穴 5基 を検出した。

第 3遺構面は第 7層 上面において検出したもので、土坑 1基 (土坑 8)を確認 した。土坑 8は第

2区の南西隅で検出したもので、出土遺物から時期を比定することは困難であるが、旧河道の堆積

後の遺構であることから、旧河道の埋没する鎌倉時代から江戸時代後期の範疇であると考えられる。

出土遺物は弥生時代から近代に至る時期のものがあり、旧河道の堆積層である第 7層 以下から出

土したものは磨減しており、他の集落から河

道へ流入したものと考えられる。

まとめ

鳴神Ⅵ遺跡は既往の調査において、旧河道

の堆積と考えられる砂礫層が全ての調査にお

いて検出されており、鳴神Ⅵ遺跡全体が旧河

道の氾濫原にあたることが明らかになってき

ている。今回の調査は鳴神Ⅵ遺跡でも南側縁

辺部に位置するが、 3面の遺構面と共に氾濫

原の堆積を検出し、本調査地点も氾濫原の範

囲に含まれることが明らかになった。また堆

積の方向性を知るために各調査区でサブ トレ

ンチを設定 して掘削・断面観察を行ったが、

河道南岸部の立ち上が りなどは確認できず、

氾濫原の範囲は本調査地よりもさらに南方に

広がるものと考えられる。旧河道の最終堆積

は出土遺物から鎌倉時代頃と考えられ、当該

期までの河道南岸部は当地のさらに南側に位

置していたものとみられる。江戸時代の河道

は既往の調査成果からみて、遺跡北東部から

南西方向にあるとみられる。また第 1・ 3次

調査及び今回の調査で検出された小溝群から

みて、河道南岸部では耕作地が展開していた

と考えられる。今後は周辺集落の様相を明ら

かにするためにも、氾濫原の範囲を確認 して

い く必要がある。 (サ ||口修実)

【参考文献】

『鳴神Ⅵ遺跡第 5次発掘調査概報』 (財)和歌山 |卜文

化体育振興事業団 2001年

|■■|■|■・
‐・ ■■■11■|

第 1遺構面全景 (南から)

||●■■■||■  ‐■■| | ′  ‐||■

土層堆積状況 (東 から)

第 2遺構面全景 (東 から)
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いわ せ

3.岩橋 Ⅱ遺跡 発掘調査

調 査 地 和歌山市岩橋 1380-7番地

調査面積 36耐

位置と環境

岩橋 Ⅱ遺跡は、和歌山市の東部、龍門山系より西に派生する岩橋丘陵の北裾部に位置 し、北西に

花山丘陵を望む北東に開けた微高地上に立地する。

本遺跡は東西 500m、 南北 300mの 範囲に広が り、今回の調査地は遺跡範囲の南端に位置する。

岩橋 Ⅱ遺跡の近隣には、北西約 l kmの 花山丘陵に4世紀後半～ 6世紀にかけての前方後円墳を中心

とした花山古墳群が、また南にせまる岩橋丘陵には、天王塚、将軍塚、知事塚、郡長塚などの前方

後円墳を中心に方・円墳が多数分布する岩橋千塚古墳群が立地する。岩橋千塚古墳群は、結晶片岩

を用いた「岩橋型石室Jを採用する特徴のある古墳群であり、築造時期については 5世紀中頃～ 7

世紀にかけての長期にわたり造墓活動がみられるものである。また岩橋 Ⅱ遺跡の西約 l kmに は、平

成 8年 に当財団が調査を行った岩橋Ⅲ遺跡がある。この遺跡は、岩橋丘陵と花山丘陵の鞍部に立地

するもので、平安時代の柱穴、土坑、溝、奈良時代から江戸時代の遺物などが検出されている。

調査内容

調査区は、東西 9m、 南北 4mを 測る。調査地の基本層序は、まず現代の耕作土を第 1層 とした。

遺摯の雫甲' ,

経書  ■■|‐

‐` 、ヽ、二
庫 文

手:卜 こヽ

調査位置図
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Y=-70910m
ヽ

ヽ

第 2層 は、肥前系陶器・磁器などを含み江

戸時代の水田耕土 とみられる灰色粘土で、

第 3層 は、瓦器 。中国製青磁などを含み室

町時代の水田耕土と考えられる暗灰色粘土

である。第 3層以下は、緑灰色の粘土 (第

4層 )が堆積 している。

遺構については、第 3層上面において石

列 2条 を検出した。石列 1・ 2の主軸はと

もに磁北から2～ 5° 東に傾き、その構造

は扁平な石を2～ 3段ほど積み上げるもの

で、使用されている石材は長 さ 10～ 20

0                    4m

遺構全体平面図

石列 2 (1ヒ西から)

Y=― フ0906m

ヽ

cm、 幅約 10 cm、 厚さ3～ 5 cmの 結晶片岩である。これら石列 1・ 2の 間隔は、それぞれの中軸線

で計測した結果 4.3mを 測るものである◇

まとめ

今回の調査で確認 した石列 2条は、土層堆積状況や遺物から室町時代後期以降のものとみられ、

その性格については、溝状遺構に拳大の結晶片岩を充填 した暗渠排水施設である可能性が高い。ま

た本遺跡の北を西流する宮井用水の方向性 との比較から、条里制土地区画との関連性は薄 く、室町

時代後期以降の水田開発 に伴 う土地区画の方向性 を示す遺構 と考えられる。

【参考文献】

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』一平成12年度― 和歌山市教育委員会 2002年

/石 列1       
石列2
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4。 大田・黒田遺跡 第 45次調査

調 査 地 和歌山市大田515-1番地

調査面積 300ご

位置と環境

大田・黒田遺跡は、和歌山平野の中央部、紀ノ川南岸の微高地上に立地する遺跡である。本遺跡

ではこれまでに44次 にわたる発掘調査が行われ、弥生時代前期から中期にかけての県内最大規模

をほこる集落跡であることが明らかとなっている。遺跡内には室町時代に羽柴秀吉によって水攻め

された大田城跡の推定地が重複 し、複合遺跡としても周知されている。

調査対象地は大田・黒田遺跡のほぼ中央部に位置 し、さらに大田城跡推定範囲の中央部にあたる。

本調査地の北西 150mの 地点にあたる第 26次調査では、幅 23m、 検出面からの深さ 1.2mを 測

る弥生時代前期の大溝が検出されており、今回の調査対象地がその延長部の推定地にあたることか

ら、この大溝を含めた弥生時代前期遺構の検出が予想された。また、大田城跡推定範囲の中央部に

位置することからも、大田城に関係する遺構の検出が重点課題に挙げられた。

調査内容

調査は、工事計画範囲内の建物基礎部分にあたる地点において、南北 20m、 東西 15mの調査区

を設定 した。調査地の基本層序は、現況面のアスファル ト及び近現代の盛土下に調査区北端では石

垣に伴う整地土が 3単位確認でき、南側は旧耕作土 (第 1層 )、 江戸時代の水田耕作土 (第 2層 )

が堆積する。その下層には室町時代以降の遺物包含層 (第 3層 )、 弥生時代中期初頭の遺物包含層

(第 4層 )、 弥生時代前期後半の遺物包含層 (第 5層 )がそれぞれ堆積する。第 6層以下は標高約

調査位置図
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0.5mま ではシル ト層を5単位 (第 6～ 10層 )

確認 し、第 10層 より下層では灰色系の粘土

層 (第 11・ 12層 )、 標高約-1.6mで 灰色系

の砂層になることを確認 した (第 13層 )。 第

6層 以下は、無遺物層の可能性がある。

本調査では遺構面を4面確認 し、弥生時代

から江戸時代にかけての遺構を検出した。

第 1遺構面は第 2層上面において、江戸時

代末期以降に構築された石垣、土坑 2基を検

出した。石垣は第 2層 である水田耕作上に対

応する遺構と考えられ、宅地と水田を区画す

る性格をもつものと考えられる。

第 2遺構面は第 3層上面において検出した

ものであり、江戸時代後期の溝状遺構 2基を

検出した。

第 3遺構面は第 2・ 3層掘削後、第 4層 上

面において検出したもので、弥生時代中期か

ら室町時代にかけての遺構を検出した。

弥生時代の遺構は、中期の溝 3条、土坑 2

基、井戸 1基などを検出した。溝 5は検出長

20.Om、 幅 2.7～ 32mを 測 り、調査区北西

部から蛇行 しながら南東方向に延び、調査区

南側で途切れるもので、覆土内から弥生時代

中期中葉から後葉の遺物が多量に出土 した。

古墳時代の遺構は前期の土坑 2基、中期の

土坑 1基、後期の上坑 2基、末期から飛鳥時

代の溝 1条 などを検出した。前期の土坑はと

もに庄内式併行期の井戸 とみられるものであ

り、完形の土器をはじめとする一括資料が出

土した。

鎌倉時代の遺構は、土坑 8基や柱穴などを

検出した。土坑の中には遺構の形状から丼戸

とみられる遺構があり、そこからは完形の瓦器椀 と土師器皿が 1点ずつ出土 してお り、これは井戸

廃棄時の祭祀行為であると考えられる。

室町時代の遺構は、後期の石組井戸 2基、土坑 2基、後期後半の土葬墓 (土坑 36)な どを検出

した。土坑 36は 東西、南北ともに 1.3mの 規模を測 り、人骨が良好な形で遺存 していた。棺材等

の痕跡は確認できなかったが、南東部で砂岩・結晶片岩と共に平瓦・備前焼の甕の回縁部が重なっ

第 3遺構面全景 (東 から)

土坑 36(南西 か ら)
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て出土 した。人骨は上部の削平により右肋骨

以下のみが遺存 していたが、頭部 を東に上

肢・下肢を屈曲させた仰臥屈葬の状態で埋葬

されていた。また人骨は、鑑定の結果、 40

才以上の成人男性であることが明らかとなっ

た。

第 4遺構面は第 5層上面において検出した

もので、弥生 時代前期 の環濠 (溝 11・

12)や溝、柱穴を検出した。溝 11は調査区

の北壁中央から南東方向へ延びる内環濠であ

り、検出長 138m、 幅 36～ 3.9m、 底面の

幅 0.6m、 深さ 1.9～ 2.Omを 測 り、溝の断面

形は逆台形を呈する。溝底面の標高は北側で

0.9m、 南側で 0.7mを 測ることから、流路

方向は北西から南東方向であると考えられ

る。また南側では約 2.6mの範囲において、

約 50 cm等 間で打ち込まれ、矢板のような護

岸施設の可能性がある 6本 の杭列 を検出 し

た。杭は西壁際の底面のみに確認でき、溝の

勾配に沿ってやや内傾させて打ち込まれてい

る。 さらにJヒ 側 において も南側の杭ダ1か ら

2.6mの 間隔を空け、南側 と同じく約 50 cm等

間で打ち込まれた 5本の杭列を検出した。溝

12は調査区の北西隅から南東方向へ延びる

外環濠であり、溝 11と 幅 3.0～ 3.6mの 間隔

をもって掘削されている。遺構の規模は検出

長 20.7m、 幅 1.2～ 14m、 底面の幅 02m、

深さ1.2～ 14mを測 り、溝の断面形は「VJ

字状を呈する。溝底面の標高は北狽1で 1.4m、

南側で 1.3mを 測ることから、流路方向は溝

11と 同 じく北西から南東方向であると考え

られる。

この 2条の環濠は、最下層に自然堆積による粘土層が堆積する他は、幾層にも粗砂と礫層が堆積

しており、再掘削と幾度かの洪水を繰 り返 しながら埋没 したと考えられる。堆積土層は、最下層に

灰色系の粘土層、その上層約 12mは シル ト混粗砂層、最上層は溝 11がシル ト混粗砂層、溝 12が

粗砂層によって最終埋没する。環濠からの出土遺物は弥生土器が少量、溝 11の最下層から木杭や

膝柄横斧の斧台、不明部材などの木製品、自然木・種子などの自然遺物が一定量出土 した。出土 し

第 4遺構面全景 (東 から)

猿

魏

溝 11土層堆積状況 (南東から)

溝 11杭列断害]状況 (北西から)
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た遺物の年代から、弥生時代前期後半には機能し、弥生時代中期初頭には最終的に埋没 したものと

考えられる。

今回の調査で出土 した遺物は、弥生時代前期から江戸時代にいたる時期のものが多量に出土 した

が、その大半は弥生時代の遺物である。また、特筆すべ き遺物として、鹿が描かれた弥生時代の絵

画土器 1点や古墳時代前期初頭の所産と考えられる銅鏃が 1点 出土 した。絵画土器は江戸時代後期

の溝状遺構の混入遺物として取 り上げたものであり、段状口縁壺の回縁外端面に鹿 2頭が描かれて

いる。大田・黒田遺跡における絵画土器の出土は、採集資料 と第 12次調査出上のものについで 3

伊1目 であり、構図が判別できるものは全て鹿である。また、銅鏃については大田・黒田遺跡におい

ては初例のものである。

まとめ

今回の調査では4面の遺構面の調査を行い、それぞれの検出面において良好な遺構を検出した。

各遺構面の時期は、第 4遺構面が弥生時代前期後半に、第 3遺構面が弥生時代中期前半から室町時

代後期まで、第 2遺構面が江戸時代後期に、第 1遺構面が江戸時代末期にそれぞれ比定できる。

今回の調査における最大の成果は、第 4遺構面において検出した弥生時代前期環濠の検出である。

北西約 150mの 地′点に位置する第 26次調査で検出された前期の大溝が、今回検出した環濠 (溝

11)の延長部にあたるものとみられ、その距離は約 150m以 上続 くことが明らかとなった。この

ことから、当遺跡が弥生時代前期段階において環濠集落であったことを初めて明らかにすることが

できた。今回検出した 2条の環濠は、出土遺物や堆積による埋没状況などが類似することから併存

していたことが明らかであり、出土 した土器からみて機能していた時期は弥生時代前期末に、最終

埋没の時期は中期初頭にそれぞれ比定できるものである。

また室町時代の遺構 として、井戸 2基や土坑 2基、土葬墓 1基 を検出した。これらの遺構は、時

期の判別できるものは全て室町時代後期後半のものであり、大田城が存在 した時期 と符号するもの

である。大田城に関連する遺構 としては、本調査地の北約 200mの地点にあたる第 1～ 9次調査、

第 19次調査において幅 10m、 深さ3mの規模をもつ濠状の溝や、北西 90mの地点にある第 12次

調査において溝や池状の落ち込みが確認されている。今回検出された井戸や土葬墓などの遺構は、

未検出のものであり、このような遺構 とどのような関わりをもつものか、今後明らかにしていくこ

とが課題の一つである。

以上、今回の調査では弥生時代前期から江戸時代にわたる多数の遺構・遺物を検出し、大田・黒

田遺跡中央部の様相を検討する良好な資料が得 られた。また、大田・黒田遺跡における環濠の検出

は、ようやく2地点において確認された状況であり、前期集落の範囲を含め、その実態解明につい

ては今後の課題であろう。また、前期段階で環濠集落が形成されていることから、中期以降にも環

濠の掘削を行っていた可能性が考えられ、これについても今後の調査によって明らかにしていく必

要がある。

【参考文献】

『大田・黒田遺跡第26次発掘調査概報』

『大田・黒田遺跡第45次発掘調査概報』

(財 )和歌山市文化体育振興事業団 1995年

(財 )和歌山市文化体育振興事業団 2001年
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田赫太５ ・黒田遺跡 第 46次調査

調 査 地 和歌山市大田514-2番地

調査面積  90耐

位置と環境

今回の調査地は、大田・黒田遺跡中央部のやや南側、大田城跡のほぼ中央部に位置 し、弥生時代

前期の 2条の環濠を検出した第 45次調査地の北東側隣接地にあたる。第 45次調査で検出した環濠

は、 1995年 に調査を行った第 26次調査において検出した大溝の延長部であることが判明し、こ

の弥生時代前期環濠が前期集落の西側を取 りまくものと考えられた。このことから、当調査地は前

期環濠集落の内側に位置 し、弥生時代前期の遺構・遺物が検出されるものと推定された。また室町

時代には、当遺跡の南半部を中心として羽柴秀吉の紀州攻めの際、水攻めを受けたとされる大田城

の推定地が重複する。今回の調査地は、この大田城の範囲のほぼ中央部に位置する。

なお、本年報において掲載 している第 50次調査及び第 52次調査について、調査地の状況が類似

することから、調査位置を下図に示 した。

調査内容

調査区は、深掘される建物の基礎部

分にあたる地点に設定 し、北東側に位

置するものから第 1区 と定め、 3地 IX

に分けて調査を行った。第 1区 は、南

北幅 2m、 東西長 18mを測る調査区

であり、中間部の約 4m間は既存建物

の基礎が残存 していたため調査区から

除いた。第 2区 は東西幅 2111、 南北長

6.5mの 調査区であり、第 1区 と第 3

区の東端を縦断する。また第 3区 は、

南北幅 2.5m、 東西長 18mの 調査区

である。

調査地の現況が宅地であるため、表

土は厚 さ 50～ 60 cmを 測る近代以降

の整地土である。この整地土の状況も

含めて、調査区ほぼ中央部をN-14°

Eの 方向性で貫 く旧土地区画による堆

積が影響を及ぼし、この区画ラインを

境に西側は削平を受けていたが、東側

には鎌倉時代以降の良好な堆積が依存

していた。1目 土地区画ライン東側では、
調査位置図

-14-



整地土下の第 la層 (約 20 cm)が江戸時代頃の堆積とみられる。第 la層 の下には黒褐色系の第 3

層 (5～ 20 cm)が あり、鎌倉時代の遺物を含む。この第 3層 の上面が第 1遺構面である。第 4層

は黄褐色系のシル ト層であり、 5～ 10 cm程度の厚みで 3単位 (第 4a～ 4c層 )に細分できる。第

4層下の状況は、西側に厚 く堆積する第 5層 (10 om程度)と その下層に褐色系のシル トである第

6層 (約 45 om)が堆積する。このなかで最 も多 くの遺構を検出したのは、第 4a層 の上面であり、

弥生時代中期中頃から鎌倉時代にかけての遺構がある。また第 4b層 の上面では弥生時代中期古段

階の竪穴住居や土坑などを、さらに第 6層 上面では弥生時代前期新段階の土坑などを検出した。

まず第 1遺構面 (標高約 33m)の 状況は、室町時代の溝 1条及び土坑 1基、江戸時代の溝 1条

を検出した。

第 2遺構面は、調査区全面の第 4a層上面 (標高 3.Om前後)において検出したもので、弥生時代

中期の清 3条 (溝 3・ 6・ 7)、 土坑 10基 (土坑 3・ 4・ 10。 14～ 18・ 26・ 27)や ピット15基、

古墳時代前期の竪穴住居 1棟 (竪穴住居 1)、 土坑 5基 (土坑 2・ 5・ 7～ 9)や ピット16基、鎌

倉時代の溝 2条 (溝 4・ 5)や ピット数基などを検出した。なお、第 3区西端で検出 した土坑

11・ 12については、出土遺物からみて室町時代に比定できるものであり、本来第 1遺構面に対応

する遺構と判断した。このほか、弥生 。古墳・平安・鎌倉各時代のものとみられるピット多数を検

出した。弥生時代では、ピット96や 土坑 15がある。ピット96は 第 3区 の西半部で検出した遺構

で、東西 70 cm、 南北 80 cmの ほぼ円形を呈 し、深さ 10 cmを 減1る 。この遺構の底面には横位の弥生

土器壺や石斧が出土 し、壷の出土状況などからみて土器棺の可能性がある。また土坑 15は 、第 3

区のほぼ中央部において検出した遺構である。この遺構は、古墳時代前期の井戸 (土坑 8)に北半

部が切られている。規模は長径 2.4m以上、短径 1.4mを 漂1る 長楕円形もので、最深部は検出面か

ら21mの深さをもつ。この状況から木枠等は検出できなかったが、井戸の可能性が高いものとみ

られる。遺物は凹線文を主体とする紀伊第Ⅳ様式の土器が出土した。古墳時代の竪穴住居 1は 第 3

Y=-73936m Y=―フ3928m

第]区    |  +坑 4

土坑24

第3区

ピット81

0          4m

第 2遺構面 遺構全体平面図

Y=―フ3920m
溝3土坑26 1  +カ

|

土坑2

土坑 1811。

て
&◎ 咆膨

／
・し
ｏ
ο

第2区

×=-196296m
。撃

坑 15

竪穴住居 1 土坑10 溝フ
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区西端で検出したものであるcこ の竪穴住居の

全形は明らかでないが、検出した壁溝の状況か

ら隅円方形の平面プランをもつものとみられ、

東西 2.4m以 _11、 南北 0.7m以 _Lを 測る。壁溝

などから出土 した土器からみて古墳時代前期の

布留式併行期のものと考えられる。このほか、

井戸と考えられる遺構を3基 (土坑 5・ 7・ 8)

検出した。土坑 8は 、東西 14m、 南北 0.9m

の平面形が方形のもので、検出面からの深 さ

1.3mを 測る。覆土内には布留式併行期の上器

を多量に含み、特に最上層から製塩土器が多量

に出土 したことで注目できる。溝 4は調査区を

N-14° 一Eの 方向性で直線的に貫 く溝である。

この溝は第 1遺構面で検出した室町時代の溝と

ほぼ同じ位置にあたり、その方向性 も一致する。

また先にふれた旧土地区画の方向性 とも一致す

ることで注目できる。このことから、鎌倉時代

の溝 4が埋没 した後もその方向性が踏襲されて

いたものと考えられる。

第 3遺構面は、第 2区 及び第 3区東端の第

4b層 上面 (標高 2.9m前後)において検出した

もので、弥生時代中期初頭の竪穴住居 1棟 (竪

穴住居 2)、 土坑 3基やビットなどを検出した。

竪穴住居 2は 、第 3区東端において検出したも

ので、壁溝、主柱穴、炉を検出した。壁溝の状

況からこの住居は、直径約 63mを 涸|る とみら

れ、不正円形の平面プランをもつものである。

また、検出した 3基の主柱穴から5本柱の住居

が復原できる。この住居の炉は、中央からやや

南側 に位置する直径 90 cmの 円形の もので、

20 cm程 度の深さをもつ。炉内部の覆土は 6単位に分けられ、最上層と最下層に赤褐色の焼上が多

く含まれていた。出土 した上器は、クシ描直線文を主体とする帝で、紀伊第Ⅱ様式に併行する時期

のものである。

第 4遺構面は、第 1区の中央から東側の 2ケ 所の深掘調査区内の第 6層 L ID(標高 2.6m前 後)

において検出したもので、土坑 2基がある。上坑 23は 第 1区東端で検出したもので、東西 0.9m

以 L、 南北 1.3m以上を測 り、検出面からの深さが 60 cmで ある。この上坑の覆土は、数単位に分

けられるが、全体的に上層には赤褐色の色調をもつ焼土が、下層には黒褐色の色調をもつ炭が多 く

匁 ・rゞ

蝙      ||

崚

∴
‐ .濠

打

鸞
一

懸

土坑 8。 15(南西から)

堅穴住居 2(南東から)

■ %

土坑 23(南西から)
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含まれ、炉の可能性が高い遺構である。遺物は、

ヘラ描文を主体 とする壷・甕が出土 し、紀伊第 I

様式の新段階に併行する時期に比定できる。

遺物は、遺物収納コンテナ約 30箱分が出土 し

た。これら遺物の内容は、弥生時代前期から中期

の土器をはじめ、上師器、須恵器、黒色土器、中

置土師器、瓦器、瓦質土器、輸入陶磁器、国産陶

磁器、瓦、土製品、石器、石製品などがある。ま

た特筆されるものに第 1区第 3層 から出上 した平

須恵器 円面硯

安時代に比定できる須恵器円面硯がある。この硯は硯面部 7.8 cm、 磨墨面 5 6 cm、 器高 3 9 cmの小

形のものである。磨墨面は使用のため平滑であり、硯面端部は欠損するが、短 く直立するものと考

えられ、脚台部 との境には突線状に僅かな稜がめ ぐる。脚台部にはスカシ孔は認められないが、

「×」字状のヘラ描が認められ、脚台径から復原できるヘラ描文様の数は 12ヶ 所である。また内面

ほぼ中央部、磨墨面裏面にも彫 りが浅い「×J字状のヘラ記号が認められる。

まとめ

この調査では、弥生時代の遺構面を3面検出した。まず紀伊第 I様式の新段階に比定できる第 4

遺構面では、土坑 2基 を検出した。この第 4遺構面で検出した遺構は、近接地という利点から層位

的にとらえて前期環濠と同一面上に検出されたものとみられ、遺物の時期からも併行関係にあるも

のと考えられる。弥生時代中期では、初頭にあたる第 3遺構面で竪穴住居や土坑を、また後出する

時期の遺構を第 2遺構面においてそれぞれ検出した。集落中心部に推定できる旧土地区画の東債1に

あたる部分では、縁辺部に比べ遺構等の残存状態が良く、弥Jl時代中期においても生活面が 2面存

在することが明らかとなった。また竪穴住居 2は、これまで検出されている竪穴住居のなかで最も

南西部に位置するものとして注目できる。

次に古墳時代では、第 2遺構面において前期の布留式併行期に比定できる竪穴住居や土坑を検出

した。古墳時代の遺物量は弥生時代の遺物量に次いで多 く、この点からもこれまでの調査地点と比

べて特殊な様相 と考えられる。当遺跡ではこれまで古墳時代を通 して溝などの遺構が多数検出され

ていたが、竪穴住居の検出は本調査における竪穴住居 lが初例である。

古墳時代以降では、平安時代の所産と考えられる須恵器円面硯が 1点出土 した。平安時代におけ

る円面硯の報告例は少なく、和歌山市内では紀ノ川北岸の平安時代の集落跡である高井遺跡などに

出土例がある。このような状況から、今回出土 した須恵器円面硯は重要視されるもののひとつとし

てあげられる。鎌倉時代から室町時代にかけては、室町時代の溝が鎌倉時代の溝 4を踏襲 して掘削

されていることや旧土地区画の方向性もこれらに踏襲されていることなどが明らかである。そして、

当地が大田城の推定地にも含まれていることから、このN-14° 一Eと やや東に振っている方向性が

土地区画の方向性のひとつ として今後検討 を要するものである。

【参考文献】

F和 歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成12年度― 和歌山市教育委員会 2002年
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6.習L壇跡 第 2次調査

調 査 地 和歌山市西庄 575-6番地

調査面積  35ご

位置と環境

和歌山市西庄及び本脇周辺に所在する西庄遺跡は、標高 4.5m前後の砂堆に位置する海浜集落で

ある。遺跡の範囲は東西約 900m、 南北約 400mに広がっており、古墳時代の大規模な製塩遺跡

として周知されている。

周辺の遺跡を概観すると、縄文時代以降、加太遺跡、大谷川遺跡など紀伊水道に面 した海岸部に

小規模ながら海浜集落が出現する。また、弥生時代に出現するものとしては加太駅北方遺跡などが

ある。さらに、占墳時代以降では深山遺跡で製塩炉が確認されるなど、西庄遺跡の西側海岸部は県

内でも製塩遺跡が多数分布する地域である。次に平野部に所在する遺跡については、縄文時代のも

のとして、晩期後半の突帯文土器が出土 した木ノ本 Ⅱ遺跡、弥生時代では弥生時代後期末から古墳

時代前期の竪穴住居が数棟検出された木ノ本 I遺跡がある。古墳時代の遺跡として本遺跡の西約 2

kmに ある車駕之古址古墳は、周濠及び外堤まで含めた全長が約 120mを測るもので、造 り出しと盾

形の周濠をもつ県内最大規模の中期前方後円墳である。車駕之古力L占墳からは朝鮮半島製の金製勾

玉が出土 している。

西庄遺跡は、このような環境のなか古墳時代前期から奈良時代にかけて多数の製塩炉と多量の製

塩土器を使用していた製塩集落である。

晟
席

多 К傘

¨

紆

郡
調査位置図
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調査内容

今回の調査地周辺は、西庄遺跡の東部に

あたり、内部主体に横穴式石室をもつ西庄

古墳群の範囲内である。よって、古墳群の

南への広が りを確認する目的で逆 L字状に

調査区を設定 した。調査地の基本層序につ

tヽ ては、現代の整地土及び旧耕作土を第 1

層とし、第 1層 以下の江戸時代の遺物包含

層と考えられるオリーブ褐色の細砂を第 2

層、さらに土師器、瓦器など含むことから

鎌倉時代の遺物包含層 と考えられる灰黄褐

色の細砂 を第 3層 とした。第 3層 には、に

ぶい赤褐色の粗砂が縞状に混 じる。また第

4層 は、古墳時代から平安時代にかけての

遺物包含層 と考えられるもので、第 5層 は

自然堆積 による無遺物層である。遺構は、

第 5層 上面において古墳時代後期の埋葬施

設 2基、ビット2基、溝 1条 を検出し、平

面的な調査では確認 していないが第 4層 上

面においてピットを 1基、さらに第 3層 上

面では鎌倉時代の ピッ ト

5基、土坑 3基 を検出 し

た。以下、古墳時代後期

の埋葬施設 について述べ

る。

埋葬施設 1は 、南北 1.6

m、 東西 0.6mの範囲に石

を敷 き詰めた もので、使

用 されている石材は主に

砂岩の玉石であるが、結

晶片岩 ・チヤー トが少量

みられる。現状では、南

側が楕円状であ り、北側

は矩形 を呈 し、その主軸

はN-24° 一Eの 方向性をも

つ。この遺構の性格 とし

ては、何 らかの埋葬施設

|‐ ||| ■■|||■ ||■■■||■ ■||■●
=■=|■

||■■||■tl■|||■■

第 3遺構面全景 (西 から)

×=-1929905m

＼ タイ

A

A

バ

AL=480m

召∩́″
へ

)∩
`ハ

ぃ、,っっ、

「

っ～_っ¨ ―¬へrrつしrЦ

Y=-819275m

L=450m

lm

埋葬施設 1 遺構平面図及び断面図

第 3遺構面全景 (南から)

＼
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と考えられるが、上部が削平を受けているため明らかにできなかった。

埋葬施設 2は、横穴式石室であり羨道、玄門、玄室の一部を確認 した。この石室は第 3層上面か

ら掘削された土坑によって上部構造が削平を受けてお り、玄室から羨道に向かって左側の側壁は、

袖石部分の石材がすべて抜き取られている。また両側壁は石室床面から2～ 4段 を残すのみである。

玄室倶1壁 については右側壁及び、そこから西へ 2m付近で左側壁を検出した。さらに第 1区北壁土

層断面の観察から玄室床面には板状の石材を用いた敷石が確認できた。石室の平面プランについて

は、左袖石が欠失 しているため復元を要するが、玄室と羨道の位置関係から南に開口する両袖式の

L=550m

L=450m

×=-192990m

A′

L=450m

L=400m

2m

Ｅ
Ｏ
Ｏ
ヾ
Ｈ
コ

Ｅ
Ｏ
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Ｈ
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ｍヽ

（
炒

８
ヨ

Ｆ
＝
ヽ
Ｏ
Ｏ
ヨ

石室ホリカタ

Aヽ
_

埋葬施設 2 遺構平面図及び断面図 。立面図
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横穴式石室になることは明らかである。ただ、羨道右側壁の玄門部には結晶片岩の袖石が用いられ、

損1壁 ラインから幅約 10 cm、 玄室南端まで約 50 om程度内側に突出した構造になっている。よって石

室の中軸線で反転させ復元すると、この石室は玄室前道を有することになる。以上の検出状況から

石室規模は、羨道検出長 16m、 羨道幅約 70 cm、 玄門幅約 55 cm、 玄門長約 50 cm、 玄室幅約 17

mを測 り、また石室主軸の方向性は、N-17° 一Eである。石室石材については、玄門部の袖石を

除きすべて和泉砂岩である。玄室内については、敷石直上おいてTK-43型式の須恵器杯身が逆位

の状態で出土 し、その上部には 3～ 5 cm大 の玉石が約 8 cmの厚さで堆積 している。さらに玉石の直

上にはTK-209型式の横瓶が正位の状態で出土 し、また人骨がみられた。よって、埋葬施設 2は

少なくとも2回の埋葬行為が行われていると考えられ、追葬時には、玉石を用いて玄室床面を再構

築した可能性がある。

築造時期については、敷石直上出土の須恵器杯身の型式から6世紀後半の築造とみられる。

まとめ

西庄遺跡では、財団法人和歌山県文化財センター (以下、県文化財センター)に よって県道西

協・山回線道路改良工事に伴 う発掘調査が第 6次調査まで行われている。当財団では、平成 10年

度に県文化財センター第 5次調査地点の南側隣接地において、個人住宅建築に伴い発掘調査を行っ

ている。これらの調査の結果、古墳時代の竪穴住居や掘立柱建物、石敷製塩炉、古墳などが確認さ

れてお り、各調査地点において主体 となる遺構の相違から遺跡の西部を作業域、中央部を居住域、

東部を墓域として遺跡内の土地利用について復原されている。

今回の調査地は遺跡の南東部分、墓域とされている部分にあたり、県文化財センターが行った第

5次調査地点の南西 30m付近に位置する。県文化財センターの調査では、現在までに遺跡西部の

第 3次調査において 1基、第 5次調査において 4基の合計 5基 (西庄 1～ 5号墳)の古墳が検出さ

れている。これらのうち、 5号墳については削平のため石室の構造については不明であるが、 2・

4号墳が横穴式石室、 3号墳が小型の竪穴式石室を埋葬施設に採用 している。特に4号墳の横穴式

石室は、袖石が内側に突出し玄室前道基石を備えているもので、玄室床面には3時期の床面が確認

されてお り、第 1次床面には扁平な板石が敷かれ、第 2次床面と第 3次床面には数cm大 の玉石が敷

かれていたようである。このような特徴は、玄室幅などの法量や築造時期なども含め今回検出した

埋葬施設 2と 共通する要素であることから、埋葬施設 2は県文化財センターの調査で検出された一

連の石室群とともに、西庄遺跡南東部を中心とする西庄古墳群を構成するひとつと考えられ、県文

化財センター検出の古墳に続 き6号墳として把握するべきものと考えられる。また今後、古墳群の

範囲がさらに南に広がる可能性がある。

今回の調査は、和歌山県内では検出例の少ない古墳時代後期から終末期にかけての古墳の検出例

である。よって、その石室構造や埋葬行為の特徴を明らかにして、砂堆に築造された古墳群の性格

と製塩遺跡とのかかわりを検討 していくことが今後の課題となろう。        (藤 藪勝則 )

【参考文献】

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成12年度― 和歌山市教育委員会 2002年

(藤藪勝則 )
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農ψ
西ワ

ｒ 第 3次調査

調 査 地 和歌山市本脇 46-1番地

調査面積 48♂

位置と環境

今回の調査地は、遺跡の中央部西倶1に あたり、北惧1隣接地は財団法人和歌山県文化財センター

(以下、県文化財センター)の第 4次調査南隣接地である。当調査位置は、 6.西庄遺跡 第 2次調

査の調査位置図 (P18)に示 した。調査地周辺においては、県文化財センターが県道西脇・山口

線道路拡幅工事に伴う発掘調査を継続的に行った結果、古墳時代の竪穴住居や掘立柱建物、石敷製

塩炉、古墳、鎌倉時代の土坑墓などが確認されている。それらの調査成果から判断すると、今回の

調査地においては古墳時代の住居跡、石敷製塩炉、鎌倉時代の土坑墓などが検出される可能性が考

えられた。

調査内容

調査 は、東西 6m、 南

北 4mの 調査区を 2ヶ 所

に設定 し東か ら第 1区 、

第 2区 とした。基本層序

については、調査区の全

面 に現地表である近現代

の耕作土 (第 1層 )が堆

積する。 また第 1層 下に

は、暗褐色の細砂 (第 2

層)が堆積する。 この第

2層 上面では、第 1・ 2

区 ともに室町時代の溝や

江戸時代の遺構などを検

出 した。また第 1区 で検

出 した溝 1か らは緑釉陶

器が 1点 出土 した。第 2

層下については、第 1区

にお い て黒褐 色 の細 砂

(第 3a層 )が堆積 してい

る。また第 3b層 は、同じ

く黒褐色の細砂で、古墳

時代の製塩土器や砂岩礫

を多量に含むものである。

第1区北壁
Y=-82191m付 近

第2区北壁
Y=-82218m付 近

L=500m

L=450m

4a

調査地区割図

1 25Y4/3 (オリーブ褐)細砂

2 10YR3/3(暗 褐)細砂

3a 10YR2/3(黒褐)細砂(焼土 製塩土器を含む)

3b 10YR2/2(黒 褐)細砂(焼土 製塩土器を含む)

4a 10YR3/2(黒褐)細砂混礫(1～ 15cm大の礫を含む)

4b25Y3/3 (暗 オリーブ褐)綱砂(1～ 5cm大の軽石を含む)

5 5Y5/4  (オ リーブ)細砂

1 25Y4/3 (オリーブ褐)細砂

2 10YR3/3(暗 褐)細砂

3 ]OYR2/3(黒 掲)細砂

4 25Y4/3 (暗 灰黄)粗砂混礫

調査地土層柱状模式図

L=550m

L=500m

Y=-82216m Y=-82208m Y=-82200m Y=-82192m

1

ν

3a

3b

4b

5

-22-



これらの堆積の時期については、古墳時代後期から奈良時代のものと考えられる。第 2区では、第

1区でみられた第 3a・ b層 の堆積を明確に分層することができなかった。ただ、製塩土器を多量に

包含する黒褐色の細砂が調査区の全面に堆積 してお り、その土色・土質が類似することから判断し

て、第 2区第 3層 は第 1区 第 3a・ b層 に対応するものと考える。この第 3層上面では、第 1区 で平

安時代と考えられる溝を、第 2区で調査区南東隅に奈良時代から平安時代とみられる土坑を検出し

た。第 3層下については、第 1区 において黒褐色の細砂混礫 (第 4a層 )及び暗オリーブ褐色の細

砂 (第 4b層 )が堆積 している。これらの堆積の時期については、出土遺物から古墳時代中期から

後期と考えられ、この上面では古墳時代後期と考えられる石敷製塩炉や土坑などを検出した。第 2

区においては、第 3層下に暗灰黄色の粗砂混礫 (第 4層 )が堆積 しており、この上面は古墳時代後

期と考えられる掘立柱建物や、古墳時代中期とみられる土坑などを検出した遺構検出面である。こ

の第 4層 には遺物がみられないため、自然堆積による無遺物層と判断した。また第 1区 においては、

第4b層 下にオリーブ色の細砂 (第 5層 )が堆積 している。第 5層 は遺物を全 く含まない無遺物層

で、この上面は古墳時代中期の土坑などを検出した遺構検出面となる。よって、第 2区におけれ第

4層 は層位的にみて第 1区 第 5層 に対応するものと考えられる。

遺構については、今回の調査では古墳時代中期から江戸時代にかけてのものを検出した。ここで

は、そのなかでも古墳時代中期から後期の遺構について説明する。

まず第 1区では、古墳時代中期のものとして第 5層 上面 (標高約 4.6m)において土坑 3基、ピ

ット10基を検出した。

土坑 5・ 6は ともに調査区の南西部において検出したもので、土坑 5は長径 92 cm、 短径 60 cmを

測る。平面プランは楕円形を呈 し、長軸にそって直径 20～ 30 cm、 深さ約 40 cmの柱穴が二つみら

れるものである。また土坑 6は、土坑 5の東約 2mに位置するもので、長径 84 cm、 短径 52 cmを 測

り、平面プランは土坑 5と 同様に楕円形を呈する。これらはともに覆土は単一で柱材などは残って

Y=-82192m

ヽ

×=-192908m
/

0            2m

第 1区 第 5層上面遺構全体平面図

⑥的Hl

ピット12

ピット13く
c)
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いなかった。土坑の性格 としては、掘立

柱建物に伴う柱穴と考えられる。

古墳時代後期のものとしては、第 4a層

上面 (標高約 47m)に おいて石敷製塩

炉 l基、土坑 1基、ビット5基を検出し

た。

石敷製塩炉 4は 、調査区の西南隅にお

いて検出したもので、炉周辺には炉堤 と

考えられる焼上の高まりがみられるもの

である。平面プランは楕円形を4等分 し

た形態を呈することから、炉堤まで含め

た規模 を復元すると長径 7.2m、 短径

5.4mを 涸1る 。 また炉堤 については幅

1.2～ 1.4m、 調査区南壁面土層堆積状

況の観察か ら高 さは 10 cm前 後 を測 り、

断面形が蒲鉾形を呈する。この炉堤の形

成過程については、製塩を行った後、炉

周辺に灰や破損 した製塩土器を掻 き出す

行為を繰 り返すことによって形成された

と考えられ、製塩炉の石材自体 も動かさ

れ掻 き出されたものが炉堤を掘削 した際

6(南から)

×=-192908m

□ 石敷製塩炉 炉堤

第 1区 第 4a層上面遺構全体平面図

鱗

鷲
競

轟

銀
1111111織

1覇

第 1区 石敷製塩炉 4(南から)
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Y=-82219m

ヽ

掘立柱建物 1

第 2区 第 4層上面遺構全体平面図

に数多 くみられた。

次に第 2区の遺構 としては、第 4層

上面 (標 高約 4.8m)に おいて、古墳

時代中期から後期にかけての掘立柱建

物 1棟、土坑 6基、ビット6基を検出

した。

掘立柱建物 1は 、ビット15・ 16、

18～ 20で構成されるもので、建物の

規模は梁行 2間 、桁行 2間 以上の規模

を有 し、その方向性は真北に対 しN―

72° 一Eで ある。柱間は梁行が 1.4m等

間であるのに対 し、桁行は 1.8～ 2.lmと ばらつきがある。柱穴の直径は20～ 50 cmを 測 り、深さ

は検出面から20～ 40 cmで ある。この掘立柱建物の時期については、ピット19か らTK-10型式

の須恵器杯身 (17)が出土 していることから古墳時代後期のものと考えられる。

土坑 12は、第 2区の南西隅において検出したもので、 10～ 15 cmの 浅い土坑を掘削 した後、 5

～20 cm大 の砂岩を敷き並べた石敷製塩炉と考えられる。遺構の時期 としては、掘立柱建物の柱穴

群との重複関係から古墳時代中期と考えられる。

出土遺物については、土師器・須恵器・陶質土器・製塩土器・黒色土器・緑釉陶器・瓦器・輸入

陶磁器・国産陶磁器・土製品・石器 ・金属器・骨角器・獣骨などがあり、その時期は古墳時代前期

から江戸時代にかけてのものである。これらのうち陶質土器については、細片のため図示しなかっ

ピット16

第 2区 第 4層上面全景 (西から)
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たが、県文化財センター第 4次調査において出土 した陶質土器の甕 (県文化財センター報告 2002、

遺物番号 1009)と 接合するものである。また遺物の総数はコンテナに約 16箱 を数える。以下、

主なものについて説明する。

1～ 9は土師器である。 1・ 2は小型丸底壺で、日径は 1が 9.4 cm、 2が 10.2 cmを 測る。これら

はともに口縁部の内外面にヨコナデを施すもので、頸部内面にはユビオサエが顕著にみられる。

3～ 6は高杯である。 3は 回径 20.9 cm、 脚部径 12.8 cm、 器高 13.1～ 13.7 cmを 測 り、杯部下半に

突帯を貼 り付けて稜をつ くりだすものである。外面の調整にはヨコナデが施されている。 4は 回径

18.6 cmを 測 り、内外面の調整にはナナメ方向のハケが施されている。 5・ 6は脚部である。脚部径

は、 5が 12.4釧、 6が 12.7 clllを 測る。

7～ 9は甕である。 7は 回径 12.O cmを 測るもので、体部内面にはナナメ方向のヘラケズリの後、

下半部にヨコ方向のハケが施されている。 8は 日径 12.9 cmを 測るもので、日縁部の器壁が体部に

比べ厚いものである。 9は 口径 14.2 cmを 測るもので、胎土には 1～ 3 nlm大の雲母が含まれている。

10～ 23は須恵器である。 10は須恵器の甕である。回径 52.3mを 測 り、日縁下端部に突帯を 1

l t´  1

と            N
22

｀
~14

10cm~

遺物実測図 1
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条巡らすものである。外面の調整にはカキメが施されており、 2列 に配された刺突文がみられる。

11～ 15は 杯蓋である。 11は 回径 14.O cmを 測 り、回縁部と天丼部の境に明瞭な稜をもつもので

ある。また 12・ 13は 口径 15.O cmを 測 り、日縁部と天丼部との境の稜が沈線に変化 しているもの

(12)と 口縁部と天丼部の境界が不明瞭なもの (13)である。また 14は天丼部にヘラ切 りの痕跡

が明瞭に残るもので、身になる可能性がある。 15は 回径 14.O cmを 測 り、杯身と杯蓋が上下逆転す

る段階のものである。

16～ 19は 杯身である。 16は 回径 11.2 cmを 測るもので、体部下半の約 1/2ま でをヘラケズリに

よって仕上げるものである。 17は 口径 11.5 cmを 測 り、ヘラケズリの範囲が 16に比べ狭 く、日縁

部が短 く内傾するものである。また 18は 日径 13.O cmを 測 り、 17に比べさらにヘラケズリの範囲

が狭 くなり、日縁部も短 く内傾するものである。 19は 口縁部が最も短 く内傾するものである。

20は高杯の脚部と考えられ、脚部径 8 1cmを 測るものである。

21は 短頸壷である。日径は 17.O cmを 測 り、日縁端部を上下に肥厚させるものである。口縁端部

には部分的に刻み目が施され、頸部にはヘラ記号とみられる沈線が 1条刻まれている。

22は 無頸壺とみられるもので、日径 26.9 cmを 測る。

23は 壺の底部とみられるもので、底径 11.3 cmを 測る。

24は緑釉陶器である。高台径 7 0cmを 測るもので、見込み部分に沈線が巡るものである。内外

面の調整は、基本的にナデによって仕上げられるが、高台付近は高台貼 り付け後のヘラケズリがみ

られる。施釉は、高台内側以外はすべて行われている。

これらの遺物の出土位置は、 1が土坑 13、 2・ 5・ 6・ 11が第 1区 第 4層、 3が第 2区集石遺

構 1、 4が第 2区土坑 9、 7・ 9・ 10・ 15・ 18・ 19が第 2区第 3層 、 8が第 1区第 4b層 、

12・ 14・ 16・ 23が第 1区第 3a層 、 13・ 20・ 21が第 2区第 2層 、 17が第 2区 ピット19、

22が第 2区第 3層、 24が第 1区溝 1か ら出土 した。

25～ 43は製塩土器である。 25～ 27は 脚台式のものであるc25は 脚台Ⅱ式で、脚部径 7 4 cm

遺物実測図 2
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を波1る 。脚部から斜め上方に体部がのびるものである。 26は脚台Ⅲ式で、脚部径 5.O cmを 測る。

短 く外反する脚部からやや水平方向に体部がのびるものである。 27は脚台Ⅳ式で、脚部径 3.8 cm

を測る。

28～ 43は丸底式のものである。そのうち 28～ 32は丸底 I式で、国径は 28が 8.2 cm、 29が

8.8 cm、 30が 7.6 cm、 31が 7 8 cmを測る。これらはすべて外面の調整にナデ及びユビオサエがみ

られ、内面には貝殻条痕が施されている。 31は口縁部が外傾することから他のものと形態が異な

るが、調整及び器壁の厚さなどから丸底 I式 に含めた。 32は底部であり、内面には貝殻条痕がみ

られる。

33～ 37は丸底 Ⅱ式のものである。日径は 33が 7.8 cm、 34が 8.O cm、 35が 7.4m、 36が 10.6

cm、 37が 8.5 cmで ある。これらの調整技法については、丸底 I式のものと同様である。 37は 、器

壁がやや厚いものであるが、調整技法や製作技法が類似することから丸底 Ⅱ式に含めた。

38～ 41は いわゆる甕形のものと考えられる。 38は 口径 12.6 cmを 測るもので、外面の調整には

ユビオサエ及びナデがみられ、内面の調整には体部から口縁部にかけて貝殻条痕が施されている。

39は 日径 9.6 cmを 測るもので、斜め上方に長 く直線的にのびる口縁部をもつものである。器壁が

薄いことや、 2次的に火を受けて赤変することから製塩土器 と判断した。 40は 口径 7.2 cmを 測る

もので、体部から上方へ直線的に口縁部がのびるものである。 41は 口縁部を欠失するが、 40と 同

じ形態のものとみられ、内外面の調整にはナデ及びユビオサエが施されている。

42・ 43はいわゆる砲弾形のものである。 42は 口径 9.3 cmを 測 り、日縁部が内彎するものであ

る。 43は口径 10.7 cm、 器高 12.7 cmを 測るものである。 42に比べ器壁が厚 く口縁部が直線的にの

びるものである。色調は乳褐色を呈 し、赤変部分がみられないという特徴がある。

これらの遺物の出土位置は、 25・ 38・ 39が第 1区第 4b層 、 26が第 1区第 4a層 、 27が第 1

区ピット10、 28・ 34が第 1区石敷製塩炉 4、 29,30・ 37が第 2区第 3層、 31・ 33・ 35・

41・ 42・ 43が第 1区第 3a層 、 32が第 2区土坑 12、 36が第 1区第 2層 、 40が第 2区土坑 8

から出土 した。

44は結晶片岩製の棒状石製品とみられるもので、最終的に叩石として使用された複合石器であ

る。全長は 16.8 cm、 最大幅 4.l cm、 最大厚 1.5 cmを 測るもので、重さ 187.6gで ある。この石器は
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3段階の使用痕が確認でき、最 も古い第 1段階の使用痕は両端部にみられる擦痕である。その後、

第 2段階の使用痕として、左右の上下相対する位置に合計 4ヶ 所の決 りがみられる。そして第 3段

階のものとして、上下左右の稜線部分に敲打痕が認められる。色調は淡緑色を呈する。

45は滑石製の有孔円板で、直径 3 0cm、 厚さ 3.5 111nlを 汲lり 、重さは53gである。上部には 3ケ

所に人為的な扶 り込みが認められる。色調は乳白色を呈する。

46は 土錘である。有孔土錘または瀬戸内型土錘と呼ばれるもので、全長 8.2 cm、 直径 1.4～ 18

cmを 測る。重さ23.4gで ある。一部に火を受けて赤変した部分がみられるものである。

47は骨角製の刀子とみられるもので、残存長 6.8 cm、 最大幅 1.7 cm、 最大厚 4 nlrllを 浪1る 。表裏面

には、成形段階のものと考えられるヨコ方向のケズリが施されており、背部から刃部にかけては斜

め方向の条線がみられる。色調は黒褐色を呈する。これらの遺物の出土位置は、 44・ 45が第 1区

第 3層、 46が第 1区第 2層、 47が第 1区土坑 5か ら出土 した。

まとめ

今回の調査では、古墳時代の石敷製塩炉や大量の製塩土器が検出され、当財団が行ってきた西庄

遺跡内における発掘調査成果からみても、遺構の性格が各調査地点で異なることを指摘することが

できる。このことは遺跡の西部を作業域、中央部を居住域、東部を墓域とする考え方を裏付けるも

のであり、さらに発掘調査が進めば各時代を通 した西庄遺跡の変遷が明らかになるものと考えられ

る。

また第 1区 第 5層 上面において、二つの柱穴をもつ土坑を2基検出することができた。和歌山県

内でこのような構造をもつ土坑は、規模やホリカタは異なるが、鳴滝遺跡や当財団が平成 10年 に

調査を行った友田町遺跡においても確認されており、大型倉庫群に採用されていたと考えられてい

る。よって、今回検出した土坑 5・ 6は倉庫 として機能した掘立柱建物の柱穴になる可能性がある。

さらに第 4a層 上面においては、炉堤を伴 う石敷製塩炉を確認することができた。製塩炉の調査は、

石敷炉の検出が主体となる現状であるが、炉に付随する施設やその構造も今後視野に入れ調査する

必要があると考える。

第 2区では、第 4層上面において掘立柱建物を 1棟検出した。今回の調査区は、県文化財センタ

ーの調査成果では作業域にあたることから、製塩によってできた塩の保管を目的とした倉庫として

の性格が考えられる。

遺物では、製塩活動にかかわるものの他、土錘や結晶片岩製の棒状石製品、骨角製の刀子など漁

労活動にかかわると考えられる遺物も出土 した。これらは西庄遺跡の生産活動を示すものとして重

要な資料である。 (藤藪勝則 )

【参考文献】

『西庄遺跡発掘調査 I』 (財 )和歌山県文化財センター 1995年

『西庄遺跡発掘調査Ⅱ』 (財 )和歌山県文化財センター 1999年

『西庄遺跡―都市計画道路西脇山回線道路改良工事に伴う発掘調査報告書―』(財 )和歌山県文化財センター 2002年

『(財 )和歌山県文化財センター年報』 (財)和歌山県文化財センター 1998年

『(財 )和歌山県文化財センター年報』 (財)和歌山県文化財センター 1999年

『友田町遺跡 第 2・ 3次発掘調査概報』 (財 )和歌山市文化体育振興事業団 1998年
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調 査 地 和歌山市禰宜148番地

調査面積  40♂

位置と環境

旧中筋家住宅は国の重要文化財に指定されている建造物で、紀ノ川の南岸、岩橋山塊から北方に

延びる丘陵の裾部に位置 している。中筋家は江戸時代、和佐組の大庄屋であつたとされており、組

下の村々の統治に重要な役害1を 果たした。現在の主屋が建てられた年代は鬼瓦の紀年銘から 1852

年前後と考えられている。今回の調査は旧中筋家住宅の解体修理に伴うもので、南西部に位置する

入力車庫の下層遺構確認のために行われた。

調査内容

調査区の基本層序について、第 1層 は南佃1区画に約 5 cmの厚さで堆積する土層で、現状での表土

にあたる。北債1区画の地表面はコンクリー トによって覆われている。第 2層 は整地土とみられる灰

褐色のシル ト層で黄褐色のシル トをブロックで含んでいる。その厚 さは 5～ 10 cmを 測る。北側の

区画では第 2層掘削後の第 4層上面において埋甕等を検出している。

さらに下層の状況を確認するためにサブ トレンチを設定 し掘削を行ったところ、南側区画では第

3層が 10 cm、 第 4層が 15mの厚さで確認できた。また、北惧1区画では第 3層 はみられず、第 4層

が約 35 cmの厚みで堆積 している。第 3層 からは昭和期の新聞紙片が出土 している。また第 4層 に

は長さ 10～ 20mの結晶片岩が多 く含まれていた。この第 3・ 4層 は現在の基礎石列を構築する際

の整地土と考えられる。第 5層 は暗褐色のシル トで、周辺の敷地全体を整地 した際の盛土とみられ

る。

検出した遺構は北側区画の第 4層上面において検出した埋甕で、レンズ状の浅い落ち込みの中央
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調査位置図
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付近に甕が埋設されていたものである。甕の上部には幅約 13 cm、 長さ約 90 cmの板材が 5枚、蓋を

するように据えられており、さらにその上には瓦片が多くみられた。落ち込みは直径約2m、 深さ

約 10 cmを 測るもので遺構全体が粗砂層によ

って埋められていた。甕埋設時のホリカタ

は直径約 55 cm、 深さ約 50 cmで 、JEE設 の後 |

に同じ上で埋め戻 している。        ノ

検出した甕は高さ 48 cm、 匡1径 35 cm、 最 _|

大胴部径 42 cm、 底径 16 cmを 測る。内部は

空洞で遺物はみられなかった。口縁部には

3段の段がつけられ、歪みのためか平面形

が楕円形を呈 している。暗褐色の釉薬が施

される陶器であるが産地は不明である。体

部上位には菊紋がみられ、左右には「松林

軒」「本漉Jの文字が刻印されている。その

反対側 にも同様 に菊紋がみ られ、右側 に

「松平」の刻印が確認できた。この埋甕の用

途としては、検出状況等から考えて、牛馬

の排便処理に用いられたものと考えられ、

一時期には家畜小屋 として機能 したとみら

れる。埋没時期は、同一面にコンクリー ト片が

みられることや埋土からプラステック片が出土

していることを勘案すると昭和期に入ってから

と考えられる。

まとめ

今回の調査の結果、調査区北側では埋甕を検

出したことで、この区画が家畜小屋 として使用

されていたことが明らかになった。埋設されて

いた甕には刻印が施されていたが、同様の特徴

をもった大型の要が同屋敷内の長屋蔵から発見

されてお り、同一箇所から購入したものと考え

られる。

出土遺物では近世・近代の瓦が多いが、その

中には中世の上器・瓦 も散見された。熊野古道

に隣接することや歓喜寺 との位置関係などを考

えると、周辺に中世の遺構が存在する可能性が

旧中筋家住宅建物配置図と調査位置
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9.太田・黒田遺跡 第 47次調査

調 査 地 和歌山市黒田81-5番地

調査面積  190ぽ

位置と環境

調査対象地は、太田・黒田遺跡の中央からやや北西部、大田城跡推定範囲の北縁部に位置 し、既

往の調査である第 33・ 34次調査地及び第 41次調査地の隣接地にあたる。第 33・ 34次調査では、

弥生時代中期の大溝や奈良時代の大溝、平安時代の溝が、第 41次調査では、弥生時代中期の溝や

第 33次調査で確認 した平安時代の溝の延長部を検出している。

今回の調査では、第 33・ 34次調査で検出された遺跡北西部の様相をさらに明確にし、第 26次

調査及び第 45次調査で検出された弥生時代前期環濠の推定ライン付近にあたることから、この環

濠の検出も重′点課題に挙げられた。

調査内容

調査区は、建物の建設範囲にあたる

2ヶ 所の地点に設定 し、北側に位置す

るものを第 1区 と定め、南西の調査区

を第 2区 とした。第 1区は、東西 7m、

南北 22m、 また第 2区 は東西 7m、

南北 4.5mの調査区である。

調査地の現況が駐車場であることか

ら、表面は厚さ4 cmを 測るアスファル

トである。このアスフアル トの下は整

地土となり、その厚さは第 1・ 2区の

南側で 90 cm、 第 1区 の北側で 50 cm

を測る。整地土下には約 20 cmの 厚み

をもつ旧耕作土 (第 1層 )がほぼ水平

に堆積する。この第 1層 は、江戸時代

以降の堆積とみられる。第 1層下には

その床土 (第 2層 )があり、その下に

20～ 30 cmの 厚 さをもつ水 田耕土

(第 3層 )が堆積する。この第 3層 は

第 33・ 34次調査で平安時代の水田

耕土と報告されているが、本調査にお

いてこの第 3層が 3単位に細分できる

ことを確認し、瓦器などの出土からその下限が鎌倉時代になるものとみられる。第 4a層 は第 33・

34次調査時の第 4層 に対応する土層で、上端面が東側の第 2区 において最も高 く、西側の第 1区

調査位置図
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に向かって緩やかに落ち込む。包含する遺物からみて、奈良時代末から平安時代初頭頃の堆積 と考

えられる。第 4a層 下には第 1区 においてのみ検出した厚さ5～ 10 cmの黄褐色系の粗砂混シル ト

(第 4b層 )がある。この第4b層上面において奈良時代の溝 1条 を検出した。また第 4b層 の下面

では弥生時代中期から古墳時代までの遺構を検出した。これらの状況から、第 4b層 は微低地部の

みに堆積 した土層で、その時期は古墳時代後期から奈良時代前期頃とみられる。第 5層 は灰黄褐色

系のシル ト層であ り、 10～ 20 cm程度の厚みを測る。また第 6層 は黄褐色系のシル ト層であ り、

20～ 30 cm程度の厚みを測る。これらの土層はともに北西側に緩やかに傾斜する堆積であり、弥生

時代中期前半の遺物を含む。第 7層 は、にぶい黄褐色系のシル ト層であり、 10～ 30 cmの厚みを測

る。この第 7層 の上面が弥生時代中期初頭の溝などを検出した第 2遺構面である。第 7層下の状況

は、これまで無遺物層とされていた第 26次調査で確認 した第 7b層 や第 45次調査で確認 した第 7

層が、今回検出した灰黄褐色のシル ト層 (第 8層 )に類似する土層 と考えられ、この調査において

初めて弥生時代前期の土器片を検出した。

第 1遺構面は、第 1区の第 4b層上面 (標高約 2,6m)及び第 5層上面 (標高約 2.5m)に おい

て検出した。これらは、第 4b層が谷状の微低地部に堆積 した土層と考えられ、また第 33・ 34次

調査などの成果からみて、微高地部では同一面上で検出されている時期の遺構であるため、本調査

ではともに第 1遺構面として扱った。検出した遺構は、弥生時代中期の土坑 2基 (土坑 2・ 3)及

び溝 4条 (溝 3・ 4・ 6・ 7)、 古墳時代の溝 1条 (溝 2)、 奈良時代の溝 1条 (溝 1)な どである。

このなかで特筆すべ きものとして、ともに「L」 字状に屈曲する特徴をもつ溝 3・ 4がある。溝 3

は、第 1区北端か ら直に

南にのび、中央付近でほ

ぼ直角に西に折れ曲がる。

溝の幅は、 0.6～ 1.lm、

深 さ 10～ 20mで、その

流路方向は底面の比高差

か らみて、西か ら東、そ

して北へ向かう。 また溝

4は幅 0.8～ 1.Om、 深さ

20 cm前 後の規模 をもつ。

その流路方向は底面の比

高差か らみて西か ら東 と

みられる。この状況から、

溝 3・ 4は その方向性や

流路方向など共通する要

素が多いことと、地形 に

そった溝 6な どの流路方

向に逆行することなどか

ら、耕作に関係する用水路

1 0   5m l

-第 1遺構面 遺構全体平面図
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の可能性が高いと考えられる。

第 2遺構面は、第 1区 の第 7層上面 (標 高

22m前 後)に おいて検出したもので、弥生

時代中期初頭の溝 1条 (溝 8)や ピットなど

を検出した。

溝 8は 第 1区南半部において検出した溝で、

検出長は約 18mである。この溝の深さは、北

端部では 25 cm前後であるが、調査区北壁から

3.5mの 地点で急に深 くなり80 cm前 後 とな

る。 その方向性は、やや西倶1に 弧を描 くN―

19°一Eで あり、その流路方向は底面の比高差

からみて、北から南 と考えられる。溝の覆土

は 4～ 6単位に分けられ、上位層が黄褐色系

のシル ト混粘土であ り、下層ほど灰色 と粘性

が強 くなる。この溝から出土 した遺物は、他

のものと比べると希薄であったが、覆土内の

第 4層 から紀伊第Ⅱ様式併行期の直口壺が横

位で、また最下層の第 6層 から木製の鋤が と

もにほぼ完形の状態で出土 した。木製鋤の検

出状況からみて、溝にそった方向の最深部に

意図的に沈めているようにみられた。

区 第 2遺構面全景 (北 から)

溝 8 木製鋤出土状況 (北東から)

遺物は、遺物収納コンテナ 5箱分が出土 した。遺物には、

弥生時代前期から中期の土器をはじめ、土師器、須恵器、

中世土師器、瓦器、瓦質土器、輸入陶磁器、国産陶磁器、

石器や木製品などがある。

溝 8か ら出土 した弥生土器直口壺は、日径 15.8 cm、 器高

48.5 cm、 底径 7.O cmを 測 り、体部中位に最大径 (30.5 cm)

をもつものである。肩部から頸部にかけては、条線 10本を

一単位 とするクシ描直線文が合計 11条施され、日縁部にも

同じ単位のクシ描波状文が 2条施されている。外面の調整

は、全面にタテ方向のハケを施 した後、体部中位から下半

部はヘラミガキが、上半部はナデ消 しが行われている。ま

た内面は全体にナデ調整が行われている。胎土には 1～ 5

皿程度の結晶片岩を含む。

溝 8出土 弥生土器壺

同じく溝 8か ら出土 した木製鋤は、身と柄を一本から作 りだす一木平鋤と呼ばれるもので、中央

に逆三角形の孔があいた把手をもつものである。この鋤の各部位の法量は、全長 135.8 cm、 刃部長

53 4 cm、 把手長 15.2 cm、 残存身幅 11.6 cm、 復元身幅 18.O cm、 把手幅 9.8 cm、 柄径 3.6 cmで ある。

一弔
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観察できる加工痕跡は、身部 と肩部にそれぞれ

ちょうな痕がみられる。また樹種鑑定の結果、

本製鋤の樹種がアカガシ亜属に属するものであ

ることが判明した。

まとめ

まず弥生時代の状況は、第 1遺構面で検出 し

た溝 3及 び溝 4が、第 33・ 34次調査で検出し

た溝 とほぼ同時期 とみられ、その流路方向も類

似することから、これらの水の引先 となる自然

河道が当調査地のさらに西倶1に 位置するものと

考えられる。第 2遺構面では、前期環濠の埋没

時期 と溝 8が同時期に比定でき、環濠の延長部

が全 く検出されなかったことから、当地が前期

環濠の外側にあたるものとみられ、環濠の延長

部は当地よりも東側に位置するものと推定でき

る。また溝 8は 、出土 した遺物から中期初頭に

掘削されたものとみられ、底面から出土 した木

製鋤から近辺が水田等の生産域であることを示

唆するものといえよう。当遺跡での木製農耕具

は、第 26次調査の前期環濠底面から出土 した木

製広鍬が唯一の出土例であつたが、若干後出す

るものの今回の木製鋤が 2例 目の本製農耕具 と

して重要視される。

次に、古墳時代では弥生時代の溝 3・ 4の一

部を踏襲する位置に掘削された溝 2がある。こ

の時期の遺構は南東部にあたる遺跡中心部にお

いては検出されているが、隣接地の調査ではこ

の時期の明確な遺構は検出されていない。 また

西倶1450mに 位置する友田町遺跡では古墳時代

(III一

0                40cm

遺物実測図

前期から後期にかけての集落の一部が検出されている。これらのことから、今後双方の遺跡の状況

を検証 しながら集落の実態を解明していく必要性がある。

奈良時代の溝 1は、第 33・ 34次調査で検出した溝の延長部にあたる。この調査では、過去の調

査成果を勘案 して奈良時代における遺跡の中心部が南東方向にあたり、この溝が大田・黒田遺跡に

おける奈良時代の集落 (郡衛 ?)北西側縁辺部に掘削された遺構として位置づけられている。

【参考文献】
『大田・黒田遺跡第47次発掘調査概報』(財 )和歌山市文化体育振興事業団 2001年
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10。 第 23次調査

調 査 地 和歌山市一番丁 3

調査面積 80耐

位置と環境

史跡和歌山城は、紀ノ川流域南岸平野部のほぼ中央に位置する平山城で、御三家の一つ紀州徳川

家の居城としても知られている。今回の調査は東堀南側における石垣改修工事に伴う事前確認調査

として行われたものである。調査対象の北面石垣は東西長約 75m、 高さ約 26mを 測る部分で、

石材には結晶片岩の割石を用いるものであった。調査は石垣上面と断面調査を行い、石垣断面の調

査については西側に続 く東面石垣も含めて実施 した。

調査内容

本石垣は東堀南端部に位置する北面石垣で、結晶片岩の割石を用いた野面積みの石垣である。基

底部に近い部分の石垣勾配は69～ 72度 を測 り、平均約 70度 である。石垣の上部約 1/2程度は全

体的に積み直 しが行われており、同じ結晶片岩でも石材が小型になっている。石垣石材の大きさは

上部が幅 10～ 20 cm、 下部が幅 40～ 60 cmを 測る。この積み直しの状況は石垣の勾配にも表れてお

り、積み直し部分の角度は70～ 80度 となる.周辺の石垣との関係は東端及び西端の隅角部で石材

が交互に積まれていることから、構築・改修は一連の作業で行われたとみられる。

石垣上面の調査では、石垣天端から内狽1へ 1.2～ 1.5mの範囲で裏込石 (第 3層 )を検出した。石

材には長さ 10 cm程度の結晶片岩を用いている。遺構については、樹木による撹乱の影響が大きく、

確認することができなかった。

石垣解体時に行った断面調査では、裏込石はその大きさや埋土の土質から大きく2つ の単位に分

けられた。これは石垣の表面観察による積み直しの痕跡とほぼ一致する。上部裏込 (第 3層 )は石

垣積み直 しに伴 うもので、長さ 10 cm程度の結晶片岩と岩盤片を用いている。石垣下部の裏込石材

は長さ 10～ 30 cmと やや大きめの結晶片岩である。また基底部については、黒褐色の粘土の上に基

り′

』
城

囃
山か

歌
わ
和

姜
跡

し史

い
―

機晰離

調査位置図
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底石が据えられている状況であった。粘土と基底石の間には石材を安定させるための結晶片岩の小

片がみられるのみで、胴木や捨石等は確認できなかった。石垣背面の地形や裏込石の厚さ (奥行き)

については、調査範囲の制約等により確認することができなかった。裏込内からの出土遺物には、

肥前系磁器と寛永通賓が 1点ずつ出土している。

東面石垣については、南北長約 1l m、 水面からの高さ約 2mを 測るもので、結晶片岩割石の野

面積み、北端隅角部は算木積みで構築されている。上部 2～ 3段は石材がやや小振 りで改修が行わ

れたとみられ、北面石垣 との隅角部は石材が一

部組み合っている。裏込の厚 さは約 70 cmで 長さ

5～ 20 cmの 結晶片岩を裏込石として使用 してい

る。

まとめ

石垣基底部では胴木や捨石層はみられず、基

底石は粘土層の上に据えられている状況であっ

た。この粘土層 と基底石の間では石材を安定さ

せるための結晶片岩の小片を確認 している。

北面石垣下部について、この石垣の下部裏込

からは肥前系磁器が 1点 出上 しているが、混入

の可能性があるため年代の根拠 とすることはで

きず、今回の調査では出土遺物から石垣の構築

年代を明らかにすることはできなかった。

次に北面石垣及び東面石垣の上部積み直 しに

ついて、石材の構築状況から改修は一連のもの

として同時期に行われたと推

定できる。東面石垣断面から

は 3点の肥前系陶磁器などが

出土 してお り、その年代 は

17世紀代から 18世紀前半の

間で収まる6北面石垣からは

古寛永通賓が 1点 出土 してい

るが、その鋳造年代 は寛永

13(1636)年 から明暦 2

(1656)年頃までとされてお

り、陶磁器の年代 と矛盾 しな

い。以上のことから北面 。東

面石垣は少な くとも 18世紀

後半までには改修が行われた

と考えられる。 (高橋方紀)

]鶉Lゎ 熟_饉
早趨 3

十
二 坦当

｀
、       そククな    L=2 oom

多｀
、5%%多ヵ、積み直し ｀ 5`%ギ,積JttL

平`後、「1%＼:m

1 10YR3/2(黒褐)細砂 (直径1～5cmの 礫を含む)6(石 垣下部裏込)N5/(灰 )ホ占土
2 10YR5/4(に ぶい黄褐)細砂            (長 さ]0～ 30cm大の結晶片岩を密に含む)

325Y4/3(オ リーブ褐)細砂           8(基 底部堆積土)10GY4/1(暗緑灰)粗 brl

(長さ10cm程度の結晶片岩及び岩盤片を含む)  9a(基 底部堆積土)25Y3/2(黒 褐)粘土
425Y5/4(黄 褐)細砂
5(石垣上部裏込)25Y4/2(暗 灰黄)細砂

(長さ5～20cmの結晶片岩を密に含む)

調査区全景 (北西から)

石垣断面状況 (西から)
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第48次調査

調 査 地 和歌山市黒田 113-1・ 2

調査面積 300ぽ

位置と環境

大田・黒田遺跡は県内でも最大規模の弥生時代集落として知られているほか、室町時代の大坂本

願寺門徒集団である雑賀衆の一派、大田党の居館といわれる大田城跡の範囲にも重なり、弥生時代

から江戸時代にかけての複合遺跡として周知されている。今回の調査は、集合住宅建設に先立つも

ので、調査地は大田・黒田遺跡の範囲でも北西端部に位置する。

調査内容

調査区は建物の基礎部分を中心に、東西 21.5m、 南北 14mの 約 300♂の長方形の調査区を設定

した。地表面の標高は約 3.3mを 測る。地表以下の現代の整地土は約 60 cmの 厚みを持ち、その下

に4層 の堆積がみられる。第4層 は弥生土器、古墳・奈良時代の須恵器を包含している。

遺構は標高 2.1～ 2.2mの第 5層 上面において検出したもので、弥生時代の土器棺墓 7基・溝 8

条・土坑 1基・ピット62基、奈良時代の溝状遺構 1条がある。遺構出土の遺物が全体的に希薄で

あるが、弥生時代の遺構は土器棺墓も含め、すべて中期の範疇で収まるものと考えられる。合計 7

基の土器棺墓は第Ⅲ様式のものが中心であるが、時期的に古い様相を示す土器棺墓 6は第Ⅱ様式新

段階～第Ⅲ様式古段階に、新 しい様相を示す土器棺墓 7は第Ⅳ様式に比定できる。南北に走る溝 8

は溝状遺構 1の下で確認 したもので、溝 4よ り先行するものである。溝 1。 2・ 5～ 7は南流 して

溝 4に注 ぐ溝で、溝 4か らは刺網に用いられた可能性がある管状土錘 91点や叩石と共に弥生時代

中期の壺底部が出土 している。また土坑は出土遺物から第Ⅳ様式と考えられる。ピット群は先述の

遺構よりも一段階新 しいが、ピット内から弥生土器の小片が出土している。溝 3は土器棺墓 5以外

の遺構とは重なりをもたないが、ビット群と類似する埋土をもつことや方向性から考えて時期的に

はピット群と対応するものと考えられる。

調査位置図
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まとめ

当該地の土地利用の様相としては、まず弥生時代前期の遺物は確認 しておらず、土地利用が始ま

るのは弥生時代中期前葉から中葉の段階に土器棺墓群が出現 してからである。その後溝 8が掘削さ

れるが、中期中葉から後葉段階では土器棺墓と併存 していた時期があったと考えられる。この溝 8

埋没後には、溝 1・ 2・ 4～ 7が掘削される。プラ

ント・オパール分析の成果も勘案するならばこれら

の溝は農耕に関するものと考えられ、本調査地は墓

域的な性格であった場所が生産域へと土地利用が変

化 したものと推定できる。だが土器棺墓 7と 溝 8が

共に第Ⅳ様式であり、他の遺構も第Ⅳ様式の範疇で

あること、またプラント・オパールの検出量の些少

さを勘案すると、農耕が行われたとしても第Ⅳ様式

の中の比較的短期間であつた可能性が高い。

溝より1段階新 しいピット群については、特殊な

方向性を持ってお り、その性格 も判然としない。ピ

ット群に続 く時期の遺構は確認できず、奈良時代に

埋没する溝状遺構 1ま で断絶がみられる。溝状遺構

1は その埋土から馬歯が数点出土 しており、祭祀等

の関連が考えられるが、遺構の形状は不明瞭でその

性格も判然としない。だが、遺物も稀薄であること

から当該時期においても調査地は集落の縁辺部であ

土器棺墓 4(南から)

(高橋方紀)
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12.

位置と環境

太田・黒田遺跡は、弥生時代から江戸時代にかけての複合遺跡である。特に、弥生時代前期から

中期にかけての県内最大規模の集落として知られ、竪穴住居・井戸などの集落域やこれらの周囲を

めぐる2条の環濠、水田などの生産域に関わる遺構、土坑墓・土器棺などの埋葬施設が確認されて

いる。また、鹿を描いた絵画土器を含む多量の弥生土器などの他、直柄広鍬や鋤などの木器、石製

舌を伴った銅鐸などの重要な遺物が出土 している。歴史時代では、大型の井戸が 2基検出され、 7

世紀前半の井戸からは斎串などが、 8世紀後半の井戸からも和同開称 42枚、万年通賓 4枚などが

まとまって出土 してお り、井戸祭祀に関わるものとして注目されている。また、雑賀衆の大田城跡

に関わるものと推定される 16世紀後半に埋没した大規模な濠状遺構なども確認されている。

調査内容

本調査地の北西惧1(第 26次調査)と 南東側 (第 45次調査)に おいて弥生時代前期の環濠が検出

されており、調査対象地が環濠の延長上に位置するものと推測された。このため、調査区の北側に

第1区 として東西長約 7.5m、 南北幅約 3m、 西側に第 2区 として南北長約 14.5m、 東西幅約 6m

の調査区をL字状に設けた。

土層堆積状況は、現地表面である現代の整地土が約 50～ 70 cm、 その下の堆積は旧耕土である第

1層 (10YR4/2(灰黄褐)粗砂混シル ト)が約 20 om、 その床土に相当するとみられる第 2層

鳴神線

だ
ｍ田

沸
太 ・黒田遺跡 第 49次調査

調 査 地 和歌山市大田 (第 1地区 15街区2-2)地 内

調査面積  100ぽ

和
歌
山
駅

―
型
鶴

」ヽ
日

□』調査位置図

一
　

　

一

酬 、

-40-



(2.5Y3/2(黄褐)粗砂混シル ト)が約

10 cm堆 積する。 さらに第 3層 (2.5Y

5/3(黄褐)粗砂混シル ト)が約 70 cm、

第 4層 (2.5Y5/2(暗 黄褐)粗砂混シ

ル ト)が約 12 cm、 第 5層 (10 YR4/1

(褐灰)シ ル ト)は約 25 cmの厚さで堆積す

る。以上の堆積はいずれも南側が北側より

標高が約 10 cm高 く堆積 している。また、

第 6層 (2.5Y4/2(暗 灰黄)シ ル ト混

粗砂)は約 70 cm、 第 7層 (2.5Y4/3

(オ リーブ褐)シ ル ト混粗砂)は約 10 cm以 上の堆積である。これらの堆積はほぼ水平堆積である。

遺構面は第 3層 ・第 4層 ・第 6層上面の 3面あり、それぞれ古墳時代中期から江戸時代、弥生時

代前期から中期初頭、弥生時代前期のものとみられる。第 3層 は出土遺物から古墳時代中期以前の

包含層であり、第 4層から第 7層 は遺物の出土がみられなかった。

遺構について、第 3層上面の古墳時代中期から江戸時代の遺構面では、古墳時代の溝 1条、「L坑

1基、ビット22基、江戸時代後期の粘土採掘坑 2基などを検出した。第 4層 上面の遺構面では、

弥生時代前期から中期初頭の焼土坑を 1基検出した。第 6層上面の遺構面では、弥生時代前期のも

のとみられる落ち込み状遺構を検出した。

まとめ

今回の調査に当たり、周辺の調査成果から弥生時代前期環濠の延長部分に相当する可能性が考え

られたが、結果として検出するには至らなかった。このことから、第 26・ 45次調査において確認

された弥生時代前期の環濠は、本調査地外の北東側に掘削された可能性がある。

大田・黒田遺跡の古墳時代の遺構については、遺跡中心部に当たる第 46次調査において、古墳

時代前期の住居跡が 1棟初めて確認され、第 46次調査地の南側に隣接する第 50次調査では 2棟、

遺跡北部に当たる第 51次調査でも2棟検出されている。

今回の調査において、土師器・須恵器などの古墳時代中期から後期にかけての遺物がまとまって

出土 した。これらの遺物は、当該期の遺構から出土 したものではなく、江戸時代の大規模な粘土掘

削坑から出土 したものである。当遺跡において、古墳時代中期から後期にかけての集落等の様相は

不明であるが、これらの出土遺物はこの空白期を考える上で重要な資料といえ、調査地周辺にも当

該期の遺構群が展開していたものと考えられる。

以上、今回の調査において弥生時代前期の環濠が本調査地を通らないこと、古墳時代中期から後

期にかけての遺構群が周辺に存在 した可能性を指摘できたこと、江戸時代後期の粘土採掘坑が周辺

に展開 していることなどの重要な成果を明らかにすることがで きた。

【参考文献】

『大田・黒田遺跡第49次発掘調査概報』(財 )和歌山市文化体育振興事業団 2002年

第 2区 第 1

-41-
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13. 第 3次調査

調 査 地 和歌山市園部 1453番 地

調査面積 240ぽ

位置と環境

有功遺跡は、紀ノ川河口から約 6 km遡 つた北岸に位置 し、標高約 5mの 河岸段丘上に立地する。

遺跡の範囲は、和歌山市立有功小学校を西端として、南海道と推定されている県道粉川・加太線を

南端とした東西 300m、 南北 500mの範囲に広がるものである。有功遺跡のある園部周辺は、紀

ノ川の流れが北に大きく蛇行する地域にあたり、紀ノ川北岸で最も平野部の狭い地域と言える。

周辺の遺跡を概観すると、古墳時代のものとしては家形魅 を含む 5個の陶質土器が出土した大同

寺遺跡、また大規模倉庫群が検出された鳴滝遺跡がある。さらに奈良・平安時代では、大同寺の北、

標高約 50mの丘陵上に、銅製蔵骨器 とそれを納めた石櫃が出土 した大同寺墳墓が立地する。よっ

て有功遺跡周辺は、古墳時代には外来文化の窓口として、また奈良・平安時代には寺院関係の遺跡

がみられる重要な地域と言える。

調査内容

調査は、有功小学校中庭において第 1・ 2区の 2ヶ 所に調査区を設け行った。調査地の基本層序

については、近現代の水田耕土 (第 1層 )と 床土 (第 2層 )が調査区の全面においてtみ られ、江戸

時代の耕作土と考えられる第 3層が第 1区 と第 2区の南半のみに堆積する。第 4層 は、調査区の全
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面において粗砂混礫 と黄褐色の細砂が互層

に堆積するもので、出土遺物から江戸時代

以降に洪水 もしくは河川の流水によって堆

積 したものと考えられる。第 4層 以下は、

鎌倉時代以降の河川氾濫による第 5層 、平

安時代から鎌倉時代の河川氾濫による第 6

層が堆積する。また第 6層下は、第 2区南

半では第 7層 が、第 1区南東隅・第 2区北

東隅においては平安時代の堆積と考えられ

る第 8層 が堆積する。

以上が河川内の堆積とみられるものであ

り、第 8層下には第 1区北東隅において第

9・ 10層 を確認 した。この第 10層 は、初

期須恵器・黒色土器などを含む黒褐色の粘

土で、北東から南西に傾斜することから、

北東に存在する丘陵地から調査地方向に流

れ込んできた遺物包含層と理解した。

遺構検出面は、第 1・ 2区 ともに第 6層

上面であり東から西に傾斜する。標高は第

1区で4.6～ 4.8m、 第 2区では約 4.2m

を減1る 。遺構については、第 1区 では鎌倉

時代の土坑状遺構を2基、第 2区では平安

第 1区 全景 (北 から)

第 2区 全景 (南 から)

時代以降のものとみられる溝、鎌倉時代以降のものと考えられる自然流路をそれぞれ 1条検出した。

まとめ

今回の調査地は、有功遺跡の西端にあたる部分である。調査の結果、遺物包含層は砂 と礫が互層

に堆積する河川内の堆積である状況を確認 した。よって有功遺跡の西端部は谷状地形であり、遺跡

の中心は調査地の北東部と考えられる。また第 2区 の北壁面の観察において、第 8層下から噴出す

る地震による液状化現象を確認 した。この液状化現象は、土層観察から鎌倉時代以降、江戸時代ま

での間で起こった地震に対応するものと考えられる。出土遺物では、古墳時代のものとして初期須

恵器の杯蓋と埴輪がそれぞれ 1点ずつ出土 した。これらは、調査地の上流に古墳の存在を示唆する

遺物として注目される。今回の調査によって、遺跡の西端部の状況が確認されたことは大きな成果

であったと考えられる。                            (藤 藪勝則 )

【参考文献】
『有功遺跡第3次発掘調査概報』(財 )和歌山市文化体育振興事業団 2002年
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14. 第 2次調査

調 査 地 和歌山市禰宜 148番地

調査面積  50ぽ

位置と環境

旧中筋家住宅は、国の重要文化財に指定されている建造物で、紀ノ川の南岸、岩橋山塊から北方

に延びる丘陵裾部に立地する。中筋家は江戸時代には和佐組の大庄屋であり、現主屋の創建年代は

紀年銘のある鬼瓦から嘉永 5年 (1852)頃 と推定される。既往の調査 としては、 2000年 に人力

車庫を対象に第 1次調査が行われ、家畜小屋 として使用されていたことが明らかとなっている。

調査内容

今回の調査は解体修理に伴い、主屋土間部を調査対象とし、竃遺構の確認を主目的として実施 し

たものである。調査区の基本層序は、現土間面下に、旧土間面のタタキ (第 1・ 2層 )、 その下面に

調査位置図

-44-

承
宅雑̈

酷朴中
、”
口
国

き

―

×=-196080m

×=-196100m

20m



現主屋構築時の整地土 (第 4～ 6層 )を 確

認 した。第 4～ 6層 は礎石及び根石の構築

と併行するものである。

遺構は、土間北側で竃 (竃 1)及 び南佃l

で貯蔵穴、壇状遺構、柱根状遺構を確認 し

た。竃 1は 東狽1部分において赤変部を東西

方向に直線的に確認 し、その周囲の床面が

硬化 していることから、この部分を一つの

燃焼部と判断した。燃焼部は内径約 80 cmを

測 り、東側に焚口部を設けたものと考えら

れる。断ち割 り調査の結果、竃は主屋構築

時の整地土である第 4層上面に盛土を行い、

周囲の土間面よりも高 く盛 り上げた構造で、

竃本体の構築に際 して燃焼部を若千掘 り窪

め、上部を構築 したものと考えられる。ま

た赤変部や漆喰・焼土列 とタタキとの対応

関係から、竃は少なくとも2回以上の作 り

替えを行った可能性がある。

貯蔵穴 1は土間南西部で検出したもので、

遺構の最上部には板石が据えられてお り、

断ち割 り調査の結果、この板石の下部には拳大の円礫が密集 し

ている状況を確認 した。石組は約 50 cmi量存 し、北但||[面 をも

土が異なることから、仕切 りの役割をもつものと考えられる[

に煉瓦・ガラスを含むことから近代以降と考えられるこ

遺物は土間タタキ・整地土、貯蔵穴等において、弥生時代から近代にわたる時期のものが出上 し

た。現主屋構築時の整地土中には、17世紀後半から18世紀末頃に比定できる遺物の出土があった。

まとめ

主屋土間部分を調査対象地とした今回の調査では、竃遺構の確認が調査の主眼であったが、竃に

ついては土間北側の南北約 4m、 東西約 3mの 範囲に構築されていたと考えられ、僅かに残された

赤変部から東に焚口をもつ燃焼部を確認することができた。竃は主屋構築時の整地及び礎石据え付

けが完了した段階で、竃構築面を上問面より高 くする目的で盛土を行い、上部に本体を構築する構

造と考えられた。今回確認 した東側に焚口を有する燃焼部は、断ち害1り 調査による土層堆積から主

屋創建時の竃であると言える。竃上部の構造についての知見を得ることはできなかったが、燃焼部

や焚回、炭や灰を掻き出す作業場を深 く掘 り下げた構造のものではなく、土間面より高 く作 り上げ

た通例の調理用竃 と考えられ、東佃1で確認 した燃焼部は個別に構築された複数の竃の内の一つか、

複数の焚口部をもつ南北に長い大型の竃の一部であると考えられる。
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15。 太田・黒田遺跡 第 50次調査

調 査 地 和歌山市大田 514-18番地

調査面積 45r

位置と環境

調査地は、大田・黒田遺跡の中央やや南側、太田城跡のほぼ中央部に位置 し、昨年度調査を行い

弥生時代前期の 2条の環濠を検出した第 45次調査地及び弥生時代中期初頭の竪穴住居を検出した

第 46次調査地の隣接地にあたる。当調査位置は、5.大 田・黒田遺跡第 46次調査の調査位置図

(P.14)に 示 した。

調査内容

調査区は、深掘される建物の基礎部分にあたる地点に「L」 字状に設定 し、北側に位置する東西

幅 3m、 南北長 8mの範囲を第 1区、南北幅 2m、 東西長 9mの範囲を第 2区 と定めた。

当調査地の基本層序は、南

側隣接地の第 46次調査 に対

応する。この土層の対応関係

は右図に示 した。第 46次調

査では第 3層 上面 (室 町～江

戸時代 )、 第 4a層上面 (弥生

時代中期～鎌倉時代 )、 第 4b

層上面 (弥生時代中期初頭 )、

第 6層上面 (弥生時代前期末)

において 4面の遺構面が検出

されている。今回の調査では、

さらに第 5層 上面及び第 7層

上面において新たに遺構を検

出し、先述の 4面の遺構面を

含め、 6面の遺構面が存在す

ることを明らかにした。新た

に検出 した遺構面の時期は、

第 5層上面 (第 4遺構面)が

弥生時代中期の範疇におさま

り、また第 1区の東壁直下に

設定 したサブ トレンチ内にお

ける第 7層上面 (第 6遺構面)

が、弥生時代前期の新段階古

相 にそれぞれ位置づけ られ

5

×=-196290m

第46次調査

第50次調査

L=350m

L=250m

1 ]OYR5/1(褐灰)粗砂混シルト

2 10YR4/](褐 灰)粗 lll混 シルト

3 ]OYR3/2(黒 褐)粗砂混シルト

4a 10YR5/6(黄 褐湘 砂混シルト(10YR4/2(灰 黄褐)シルトブロックを含む)

4b 10YR5/6(黄 褐)シルト

4c25Y5/6(黄褐)綱砂混シルト

5 10YR5/4(にぶい黄褐)シ ルト

6 10YR4/6(褐 )シルト

7 10YR5/4(にぶい黄褐)シ ルト

8 ]OYR4/3αこぶい黄褐)シ ルト
9 25Y5/6(黄 褐)粘土
1025Y4/2(暗灰黄)粘土
11 75Y5/](灰 )粘土

調査地周辺の上層柱状模式図 (丸囲み数字 は遺構面 )

-46-
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る。また第 7層 以下の状況は、今回の調査では確認できなかったが、近年の調査成果からみて第 7

層も遺物包含層である可能性が高いものとみられる。

第 1遺構面は、第 3層上面 (標高約 3.5m)に おいて検出したもので、室町時代の溝 2条及び江

戸時代の土坑 1基がある。室町時代の溝は、第 46次調査時において検出していた延長部であり、

N-14°一Eの 方向性で直線的に20m以上続 くものである。この溝からは、古墳時代の遺物混入と

みられる須恵器イイダコ壺が出土 した。

第 2遺構面は、第 4a層上面 (標高 31～ 3.3

は最 も多 くの遺構を検出した遺構面にあたる。

13)、 古墳時代の竪穴住居 2棟 (竪穴住居 1・

6～ 8・ 10)、 平安時代の溝 1条 (溝 6)、 鎌

倉時代の溝 2条 (溝 3・ 4)、 土坑 1基 (土坑

11)の ほか、弥生時代中期から鎌倉時代に

かけてのビットを多数検出した。このなかで、

弥生時代の遺構では、土坑 13がある。土坑

13は 、第 1区北半部で検出した長径 1.8m、

短径 12mの 楕円形の土坑で、最深部では検

出面からの深さが 63 cmで ある。遺物からみ

て紀伊第Ⅲ様式に併行する時期のものとみら

れ、一定量の壺や甕などの弥生土器が出土 し

第 ]区

溝4

×=-196304m

m)に おいて検出したもので、今回の調査のなかで

遺構は、弥生時代中期の土坑 3基 (土坑 9・ 12・

2)、 溝 2条 (溝 5・ 7)、 土坑 6基 (土坑 2・ 4・

区 第 1遺構面全景 (南から)
一弔

溝6
Y=― フ3920m

欧 旧 1土 卵 2

土坑8

第 2遺構面 遺構全体平面図

|

0                    5m

×=-196308m
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た。また古墳時代の遺構では、竪穴住居 2

棟がある。竪穴住居 2は、第 2区の中央部

で検出 したもので、調査区が狭小な範囲で

あつたことと西側のほとんどの部分が後出

する他の遺構 と重複 し、削平を受けていた

ため北壁際の一部のみの検出となった。こ

の検出した壁面及び壁溝が直線的であるの

で、方形 もしくは隅円方形のプランをもつ

住居と考えられる。床面までの深さは約 15

cm、 壁溝の幅約 50 cm、 床面からの深さ約

15 clllである。出土 した遺物から、前期の範

疇におさまるものとみられる。竪穴住居 1

は第 1区南端部から第 2区 にかけて検出し

たもので、北及び東側の壁面 と壁溝の一部

を検出した。この住居は、東西長 4.8m以

上、南北長 2.2m以上の方形の平面形をも

つものと考えられ、出土 した遺物から後期

に比定できるものとみられる。

第 3遺構面は、第 4b層 上面 (標高約 3.0

m)において検出したものである。遺構は、

第 1区 第 3遺構面全景 (南から)

第 1区 第 5遺構面全景 (南 から)

弥生時代中期前半の土坑 7基 とビットを多数検出した。土坑のなかには覆土内に多量の炭が含まれ

ているものがあり、炉の可能性が考えられる遺構として注目できる。

第 4遺構面の遺構は、第 5層 上面 (標高約 2.9m)で検出したもので、第 2区 の西端の一部のみ

において弥生時代中期初頭とみられるピット2基を検出した。

第 5遺構面は、第 6層上面 (標高 2.7m前後)に おいて検出したものである。遺構は、弥生時代

前期後半の土坑 2基 とピットを多数検出した。このなかで、第 1区 において検出した土坑 2基には

多条のヘラ描直線文をもつ紀伊第 I様式新段階に併行する弥生土器が一定量出土 した。またピット

内から同時期に併行する土器とともに石庖丁が 1点 出土 した。

第 6遺構面は、第 1区 の東壁直下において設定したサブトレンチ内の第 7

において検出したものである。検出した遺構は、弥生時代前期後半の土坑 1

遺物は、遺物収納コンテナ約 14箱分が出土 した。これら遺物の内容は、

にかけての土器をはじめ、土師器、須恵器、黒色土器、中世土師器、瓦器、

瓦質土器、輸入陶磁器、国産陶磁器、瓦、石器、石製品などがある。特筆

されるものに第 1区第 1遺構面の溝から出土 した古墳時代の遺物混入と考

えられる須恵器イイダコ壺や碧玉製の管玉がある。須恵器イイダコ壺は、

残存高 3.4 cm、 残存幅 4 2 cmの破片で、全形は不明であるが、鐸状をなすも

のと考えられる。把手部には、直径 9～ 10111111の 円孔が穿たれている。この

土器は、主 として大阪湾沿岸域で出土するもので、和歌山県内での出土例

層上面 (標高約 2.5m)

基である。

弥生時代前期から中期

0         1 0cm

遺物実測図

Ｏ
Ａ
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は極めて少なく、和歌山市内では海浜集落である西庄遺跡と関戸遺跡で各 1点の 2点のみが知られ

ている。

まとめ

今回の調査成果のひとつとしては、これまで確認されていた 4面の遺構面のほか、新たに2面の

遺構面を検出し、合計 6面の遺構面の存在を明らかにしたことである。遺構面の時期としては、弥

生時代に比定できるものとして、第 6遺構面 (第 7層 上面)が紀伊第 I様式の新段階古相、第 5遺

構面 (第 6層上面)が紀伊第 I様式の新段階新相、第 4遺構面 (第 5層 上面)が紀伊第Ⅱ様式の古

段階、第 3遺構面 (第 4b層上面)が紀伊第Ⅱ様式の新段階、第 2遺構面 (第 4a層 上面)が紀伊第

Ⅲ様式の古段階以降にそれぞれ位置づけられる。また第 2遺構面では、弥生時代中期から鎌倉時代

までの遺構を検出し、第 1遺構面 (第 3層上面)で は室町時代から江戸時代までの遺構をそれぞれ

検出した。さらに、第 7層 においても遺物が含まれている点からみて、紀伊第 I様式の新段階古相

以前の遺構面は第 7層 より下層に存在する可能性があり、今回の調査ではその状況を確認するとこ

ろまでには至っていない。

遺構からみた成果では、まず弥生時代前期の遺構を検出したことである。今回の調査地は、環濠

推定位置から10m程度の環濠に隣接する調査区であつたが、前期環濠に対応する第 5遺構面にお

いてピットや土坑を検出した。北側隣接

地の第 46次調査地でも部分的な下層調

査であったが土坑 2基 を検出してお り、

これらの環濠集落内部ではかなりの密度

で遺構が検出されるものと推測できる。

古墳時代の遺構では、竪穴住居を2棟

検出し、第 46次調査で検出した 1棟 と

ともに、合計 3例 目にあたる。竪穴住居

以外 に多数検出されている井戸は、第

45次調査で 2基、第 46次調査で 3基検

出されている。さらに、今回の調査では

中期の溝 5や土坑 2、 後期の土坑 7な ど

を検出 し、直上の遺物包含層 (第 3層 )

から出土 した多量の遺物などからも当地

周辺が古墳時代集落の中心部分の一角で

あるものと考えられる。

(井馬好英)

【参考文献】
『和歌山市内遺跡発掘調査概報』

一平成 13年度― 和歌山市教育委員会 2003年

周辺の主要遺構配置図 (第 2・ 5遺構面 )
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16.太田・黒田遺跡 第 51次調査

調 査 地 和歌山市黒田 160-2地 内

調査面積  60耐

位置と環境

大田・黒田遺跡は弥生時代から江戸時代にわたる大規模な複合遺跡であり、特に弥生時代では県

内最大級の集落跡として知られてお り、近年の調査によって弥生時代前期段階では環濠集落である

ことが明らかとなった。また、室町時代には豊臣秀吉によって水攻めが行われた大田城の推定地が

遺跡の範囲と重複 してお り、それに関する遺構・遺物 も検出されている。今回の調査地点は、遺跡

の中央部でもやや北側にあたる。周辺の調査 としては北東約 30mか ら 180mの 地点で第 23・

36・ 43次調査が、北約 130mと 180mの 地点で第 42次調査が行われている。この中で本調査地

の北東隣接地にあたる第 23次調査においては、弥生時代中期、古墳時代後期、中世の 3時期の遺

構が検出され、中心部との遺構面の対比から微高地の縁辺部にあたることが確認されている。今回

の調査地点は第 23次調査より集落の中心部側にあたることから、多くの遺構・遺物の検出が予想

された。

調査内容

今回の調査は集合住宅建設に伴う事前の調査として実施 したものであり、工事計画範囲内の建物

基礎部分にあたる地点において南北約 40m、 東西約 1.5mの 調査区を設定 した。当調査地の基本

層序については、表土である近現代の整地土下に旧耕作土 (第 1層 )、 近世の耕作土 (第 2層 )が

堆積する。第 3層 は中世の遺物包含層であり、弥生時代中期かい鎌倉時代までの遺物を多量に含む。

第 4層 は弥生時代中期初頭の遺物包含層であると考えられ、上下 2単位に分けしれる (第 4a・ 4b

調査位置図
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層)。 遺構については、第 3・ 4a・ 4b層 上面において 3面の遺

構面を確認 した (第 1～ 3遺構面)。 なお、第 3遺構面検出の

遺構は、上部を大 きく撹乱されていた北端部のみで確認 した

ものであり、調査区全体で確認したものではない。

第 1遺構面は第 2層掘削後、第 3層上面で検出したもので、

遺構面の標高は約 3.lmを 測る。遺構は調査区南方においてピ

ット3基を検出したが、土師器の細片が出土 した他は時期を

特定する遺物の出土はなかった。

第 2遺構面は、第 3層掘削後、第 4a層 上面において検出し

たもので、遺構面の標高は2.8～ 2.9mを 測る。検出した遺構

は弥生時代中期から中世の遺構を検出した。まず弥生時代の

遺構 としては、土坑 2基 (土坑 7・ 9)な どを検出した。こ

れらの遺構からは、弥生時代中期の土器が少量出土 した。

古墳時代の遺構は前期の竪穴住居 2棟 (竪穴住居 1・ 2)、

後期の溝 1条 (溝 2)な どを検出した。竪穴住居 1は 調査区

の中央部で検出したもので、東西 21m以上、南北 4.8m以上

の規模を有 し、方形の平面形を呈する。住居の深さは、検出

面から25～ 30 cmを 測る。床面上において直径 30～ 40 cm、

検出面からの深さ25～ 35 cmを 測る柱穴 3基、南壁に沿って

約 70 cm幅 の壁溝、北東部において直径約 80 cmの 土坑を検出

した。土坑の覆土には炭の堆積が多 く認められた。また、調

査範囲が狭小なため、全体の形状は不明であるが、住居の北

西部 と東端においてベ ッド状の高まりを検出した。竪穴住居

2は調査区南端で検出したもので、平面形は隅丸方形を呈 し、

東西 16m以上、南北 2.5m以上の規模を有する。検出面から

床面までの深さは約 25 cmを 沢1り 、床面上において柱穴を3基

検出した。竪穴住居 1・ 2か らは、古墳時代前期初頭の土器

が一定量出土 した。

奈良時代の遺構 としては、土坑 8がある。遺構の平面形は

不定形を呈 し、遺構の規模は南北 14mを測る。撹乱により大

部分は削平されているが、覆土内から奈良時代前期の土師器

皿、須恵器杯身・杯蓋などが出土 している。

中世の遺構としては土坑 1・ 2がある。土坑1は 円形を呈 し、

遺構の規模は直径約 80 cmを 測る。検出面からの深さは、 55

cmを 測 り、遺構の断面形は橋鉢状を呈する。

第 3遺構面は、第 4b層 上面において検出したものであ り、

弥生時代前期の環濠 (溝 1)を 1条検出した。遺構面の標高

IY=―フ3968m

溝 1

―――×=-195936m

―――×=-195944m

土坑 1

―――×=-195952m

竪穴住居2
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|よ 、約 27mを 測る。

溝 1は調査区の北端部で検出 したものであ

り、遺構の主軸は北壁面下から南東方向へ延び

る。遺構の規模は検出長約 2.Om、 幅 34～

3.6m、 底面の幅 0.8m、 深 さ 1.8mを 測 り、

溝の断面形は逆台形を呈する。溝底面の標高に

ついては、北側で 1.Omを 測る。環濠に関連す

る施設などは認めしれなかったが、南壁上部に

おいて、環濠の最 L層埋土である粗砂層で埋没

したピットを 1基検出した。このビットは直径

20 cm、 検出面からの深さ約 20 cmを 測 り、北側

に内傾 して打ち込まれていた。

溝 1の 覆土は、最下層に自然堆積による粘土

層 (9・ 10・ 12・ 13)が約 40 cmの厚さで堆積

している。その上部は 50～ 60 cmの厚さで、シ

ル ト層 (2～ 8)が堆積 しており、その多くは

炭を多量に含み、再掘削が行われた可能性があ

る。最 [1部 は粗砂層 (1)に よって埋没 してお

り、 60 cm以上の厚さが確認できる。
溝 1遺物出土状況 (北 か ら)

溝 1か らの出土遺物は少量であるが、 3層から弥生時代中期初頭の壺上半部 (3)と 甕 (8)が

完形で、 9層 から弥生時代前期後半の甕 (7)がほぼ完形の状態で出土 した。これら出土遺物の年

代観から、弥生時代前期後半には機能しており、弥生時代中期初頭に最終的に埋没したものと考え

られる。溝 1の年代や遺構の形状、埋没状況などは、第 26・ 45次調査で検出された環濠と同一で

あり、第 45次調査で検出した 2条の環濠と対比するないば、内環濠に相当するものと言える。

弥生土器壼

第 ]層

―
L=300m

――― L=200m

一――L=100m
2m

10 5Y6/1(灰 オリーブ)粘土

1] 5Y5/2(灰 )粗 ll

12 75Y6/1(灰 )粘土

13  10GY5/1(緑 灰 )ホ占土

嘉 ]層 N6/1(灰 )粘土

溝2 10YR6/1(灰 )粘土

溝 1土層断面図
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]10YR4/2恢 黄褐 )粗砂 (灰 色粗砂混じり)]1
2 10YR5/1(褐 灰)シルト(炭 を多量に含む )

3 25Y6/4(に ぶい黄)シルト(炭 を少量含む )

4 10YR5/3(に ぶい黄褐)シルト

5 10YR5/4(に
‐
lい黄掲)シルト(炭 を多量に含む )

6 25Y5/4(黄 褐)シル ト

7 10YR5/1(褐 灰)シルト(炭 を多量に含む )

8 25Y4/6(オ リーブ褐)シルト

9 25Y6/1(黄 灰 )粘土

整地 上



出土遺物は、遺構の覆土及び、第 2～ 4a層 の遺物包含層から、各時代にわたる多数の遺物が出

土した。出土遺物には、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、焼締陶器、国産陶磁器、瓦、

石器などがあり、その中でも特に弥生時代の遺物が大半を占めている。

l～ 11は溝 1出上の弥生土器である。 1・ 2は壺の頸部であり、 1は ヘラ描直線文を4条以上、

2は 5条施すものであるが、条線自体は大いものである。 3は直口壺であり、上半部はほぼ完存 し

ている。日縁部下から頸部にかけてはクシ描直線文を8条施すが、使用された施文工具の一端が大

いものであるため、直線文の一端がヘラ描直線文様の痕跡として残存 している。この施文の特徴は、

ヘラ描直線文とクシ描直線文を併用する土器と酷似 しており、第 I様式と第Ⅱ様式の過渡的様相を

呈する土器と考えられる。また、この上器には対向する位置に2箇所、黒斑が筋状に大きく付着 し

ている。 4は広口壺の回縁部、 5・ 6は壺の底部であり、 6の外面の調整にはヘラミガキ調整が施

される。 7～ 11は 紀伊型甕である。 7・ 8は焼成後、底部中央に円孔が穿たれた有孔甕であ り、

ほぼ完形の個体である。形態的には体部最大径より回径が大きくひらく形態を呈 し、底部は厚 く上

遺物実浪1図 1
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げ底である。外面のヘラ削 り調整は粗いものであり、体部下半は上下方向に、体部上位はナナメか

らヨコ方向に施される。また体部下半は二次焼成により明褐色を呈 し、器表面も磨滅 しているが、

上半は暗褐色を呈 し、煤が付着する。 7・ 8の法量は、 7が口径 24.5 cm、 器高 29.3 cm、 底径 6.8

cm、 8が口径 22.2m、 器高 26.O cm、 底径 6.5 cmを 測る。 9・ 10は 口縁部であり、9はやや厚手に、

10は やや薄 く成形されている。 11は底部であり、厚 く上げ底を呈するものである。12は 第 3層

から出土 した蓋であり、つまみ径 4.4 cmを 測る。外面はヘラ削 りの後、ナデ調整が施され、調整技

法が類似することから紀伊型甕の蓋と考えられるものである。

13～ 22は 、庄内式併行期の土器である。 13・ 14は二重回縁壺で、日縁屈曲部には円形浮文を

貼付けた後、竹管文を施すものである。 15～ 18は甕である。 15・ 16は 日縁部であり、 15はや

や内彎ぎみに、 16は外反しながら立ち上がる。 17・ 18は底部であり、外面にはタタキによる成

形痕が認められ、内面にはいわゆる蜘蛛の巣状のハケロの痕跡を残す。 19は 口径 9.O cmを 測る小

型器台であり、脚部にはスカシ孔が認められる。 20は高杯の脚部であり、裾部にはスカシ孔が認

められ、外面にはヘラミガキ調整が施される。 21・ 22は 製塩土器の脚台部であり、脚部は短 くひ

らき、底部は上げ底状に窪む。 13～ 22の 出土位置は 13が竪穴住居 1、 14が第 3層 、 15～

19・ 21・ 22が竪穴住居 2、 20が土坑 7である。

23～ 26は土坑 8出土の土器である。 23は土師器の皿Aであり、外面には僅かにミガキの痕跡

が認められる。 24は須恵器の杯蓋であり、宝珠様のつまみを貼付けるものである。 25は須恵器の

杯Aであり、国縁部は薄 く成形されている。 26は土師器の甕Aであり、外面はタテハケの後ヨコナ

デ、内面はタテ方向のナデによって調整されている。

27は須恵器の杯Bであり、高台は底部と体部の境に貼付けられている。 28は 中国製の青磁碗で

あり、蓮弁のメントリが僅かに認められ、外底面の釉は削 り取られている。27・ 28の 出土位置は、

第 3層 である。

29は 、結晶片岩製の石庖丁である。刃部は片刃であ り、その成形痕跡が明瞭に認められる。

30。 31は砂岩を用いた叩石である。 30の上面には擦痕による3箇所のくぼみが認められ、上端

部には敲打、側面には敲打及び擦痕が明瞭に残る。 31は各側面 。下端部に敲打痕が残るが、明瞭

な痕跡は上面・下端部である。 32は砂岩を用いた磨石である。ほぼ全面に敲打痕及び擦痕が認め

~ム
20

馬

遺物実測図 2
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られ、特に下端部の中央には使用時に付

着 したとみられる直径 5 cm大 の円形の範

囲に変色部分があ り、油分等の付着によ

る痕跡 と考えられる。 29～ 32の 出上位

置は 29～ 31が第 3層 、 32が ビット21

である。

まとめ

今回の調査では、 3面 の遺構面 と弥生

時代から中世にかけての遺構・遺物を検

〈Ｇ
下

い^
日
∩
Ｈ

ＩＩ
Ｖ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

遺物実浪1図 3

出し、大田・黒田遺跡北部の様相を明らかにする資料が得 られた。特に北東側隣接地にあたる第

23次調査の成果と遺構検出面を対応させた場合、本調査の方が約 60 cm程度高 く、本調査地は微高

地の縁辺部というよりは微高地中央部に類似 した様相を確認することができた。また、調査区北端

で環濠 (溝 1)を検出したが、環濠は第 45次調査と同様に微高地縁辺部に掘削されたものと考え

られることからも、本調査地北側を微高地とその縁辺部の境 として位置づけることが可能である。

溝 1の規模・形状や機能 。埋没年代は、本調査地の南 350mに位置する第 26・ 45次調査で検出さ

れた環濠の状況 と符合するものであ り、同一の遺構群である可能性が高い。このことから、第

26・ 45次調査検出の環濠が本調査検出のものに延長 し、連続するものであるとは即断できない。

しかし溝 1は 第 26・ 45次調査 と同じく北西から南東方向に主軸をもち、その位置関係はほぼ対局

にあたることから、前期環濠集落の形状は北西から南東に長辺を、北東から南西に短辺をもつもの

であったと推定することができる。また、集落が営まれた微高地の形状も同様の主軸をもつ帯状の

ひろが りをもつものであることが指摘できる。遺跡の北西部については調査事例が少なく不明であ

るが、第 26・ 45次調査検出の環濠の方向性と、弥生時代前期の竪穴住居が検出された第 16次調

査を含め、推定できる集落の規模は短辺が約 250m、 長辺も約 440m程度の規模を有していたと考

えることができよう。今回の調査成果により、環濠の方向性と位置関係から弥生時代前期段階の集

落の範囲を検討する資料が得られた点は大きな成果と考えられるが、いまだ集落自体の構造解明は

進んでおらず、今後引き続き調査を行い、検討 していくことが必要である。

弥生時代以外の遺構としては、古墳時代の竪穴住居を検出した点も重要な成果である。古墳時代

の竪穴住居は、大田・黒田遺跡の既往の調査でも第 50次調査など事例が極めて少なく、貴重な事

例になると考える。また、奈良時代の遺構 も太田・黒田遺跡では検出例が少なく、第 21次調査な

ど微高地北側において奈良時代前期の井戸が検出されている。そこでは、古代銭貨や斎串の出土か

ら官衛的様相をもつ遺跡であつたことが窺え、今回検出した土坑もその関連が注目できる。

以上、今回の調査では弥生時代から中世にかけての遺構・遺物を検出し、本調査地における各時

代の様相を把握することができた。特に弥生時代では、前期の環濠を検出したことにより、前期段

階の集落の規模・形状を明確化することができた。また古墳時代以降、集落域として引き続き土地

利用が行われている点は、遺跡の変遷を検討する上で貴重な事例になると言えよう。 (チ |1口修実)
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17.大田・黒田遺跡 第 52次調査

調 査 地 和歌山市大田485-1番地

調査面積  120ぽ

位置と環境

大田・黒田遺跡は、紀ノ川下流南岸の和歌山平野のほぼ中央部に位置し、平野部でも微高地にあ

たる地点であり、数多 くの遺跡が分布する地域に所在する。この遺跡は、これまでに 51次 にわた

る発掘調査が行われ、弥生時代前期の環濠や竪穴住居、中期の竪穴住居や井戸など多数の遺構を検

出し、直柄広鍬や鋤などの木製農耕具、さらに銅鐸・銅鏃などの金属器や絵画土器 (鹿)を 含む多

量の弥生土器などが出土 しており、弥生時代前期から中期にかけての県内最大規模をほこる集落跡

であることが知られている。また弥生時代以降では古墳時代から江戸時代にかけての遺構、遺物が

多数検出され、特に室町時代には羽柴秀吉に水攻めされた太田城跡の推定地が重複するなど複合遺

跡としても周知されている。

今回の調査地は、大田・黒田遺跡のほぼ中央部、大田城跡の中央やや北狽1に位置する。(5.太

田・黒田遺跡 第 46次調査 調査位置図P.14参照)。 調査地の周辺における調査には、北東約 20m

の距離に位置する第 22次調査において、弥生時代中期の竪穴住居 3棟、 16世紀代の溝状遺構など

が検出されている。また南へ約 60mの距離に位置する第 45次調査では、弥生時代前期の環濠を 2

条検出し、西に約 90mの距離に位置する第 26次調査検出の大溝の延長部分と考えられることから、

太田・黒田遺跡の弥生時代前期集落南西部の範囲が明らかにされている。さらに第 51次調査では、

主軸を北西から南東方向にもつ弥生時代前期の大溝が検出されている。この溝は、第 26・ 45次調

査で検出された弥生時代前期環濠と形状・埋没年代などが近似することから、それらと対になる環

濠と考えられ、大田・黒田遺跡の弥生時代前期集落の規模や範囲を推定する上で重要な資料になる

と考えられる。

調査内容

調査は、東西 17m、 南北

7mの東西に長い調査区を設

定 し行った。調査地の基本層

序については、近現代の耕作 ~~

土 とそれに伴う床土を第 1・

2層 とした。第 3層 は、室町

時代の遺物包含層で、調査区

の東部ではみられず西部ほど

厚 く堆積する。第 3層 下には

明黄褐色のシル ト (第 4層 )

が堆積する。この第 4層 は、

クシ描直線文やクシ描波状文

5B5/1(青 灰)シルト      6 10YR5/6(黄 褐)シルト

| ]OYR6/6(明黄褐)シルト   7 10YR7/1(灰 褐)シルト
1 25Y5/1(黄 灰)シルト     8 10YR6/6(明 黄褐)シルト

25Y6/6(明 黄褐)シルト    9 10YR3/3(日音灰)細砂
1 10YR6/4(にぶい黄橙)シルト 105Y5/2(灰 オリーブ)細砂

調査地土層柱状模式図

サブトレンチ ]

Y=-73926m付近 サフトレンチ2
Y=-73942m付近

サフトレンチ3
Y=―フ3944m付近

L=300m

L=200m
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を施す弥生土器を含むことから弥生時代中期の遺物包含層と判断した。また第 5層 は、にぶい黄橙

色のシル トである。第 5層 以下の状況についてはサブ トレンチ1～ 3の調査結果から、調査 IXの 全

面に厚さ20～ 40cmを 測る第 6層 がみられる。また第 6層 以下には、灰褐色のシル トで厚さ20～

25 cmを 測る第 7層 、厚さ約 10 cmを 涸lる 第 8層が堆積する。第 7層 上面の標高は21～ 23mを測

り、第 8層 は 1.9～ 2.lmを 測る。また、第

9層 は厚さ20 cmを 涸1る 暗灰色の細砂、第 10

層は灰オリーブ色の細砂である。これら第 7

層以下の各層からは遺物が出上 しなかった。

遺構検出面は、江戸時代の土坑、溝などを

検出した第 3層上面、弥生時代中期から鎌倉

時代にかけての遺構を検出 した第 4層 上面、

弥生時代前期から中期初頭にかけての遺構を

検出した第 5層上面、さらに調査区東部の遺

構底面の状況や撹乱の壁面観察から遺構の掘

り込みを確認 した第 6層 上面の合計 4面 を検

出した。

まず、第 5層 上面 (第 3遺構面)で は、東西

1.2m、 南北 3.2m、 深さ 50 cmを 測る南北に長

い楕円形状を呈 し、底面に黒色の炭が厚 く堆積

する土坑や、東西約 80 cm、 南北約 14m、 深さ

約 12 cmを 測 り、底面に堆積 した炭・焼土から骨

角製の鈷先が出上 した土坑などの他、多数のピ

ットがみられる。これらの時期は、出土遺物か

ら弥生時代前期末と考えられる。

そのなかで、土坑 27は調査区の北西隅におい

て検出したもので、規模は東西約 21m、 南北約

1.5m、 深さ約 12mを 測る。ほぼ東西に主軸を

もつ楕円形状 を呈するもので、覆土は 6単位に

分けられる。底面近 くからは、頸部にヘラ描直

線文 とクシ描直線文を併用する広日壺やヘラ描

直線文のみを施す広口壺及び、紀伊型甕 2個体

が投げ込 まれたと考えられる状態で出土 した。

これらの土器は復元すると一部を欠 くがほぼ完

/‐Nな 形になることから、この土坑が埋められる

際の祭祀に使用 されたものとみられ、遺 IF「 の性

格としては井戸になるものと考えられる。遺構

の時期は、出土遺物から弥生時代中期初頭のも

25Y6/6(明 黄褐)シルト 5 25Y5/3(黄褐)シルト混粘土

25Y5/2(暗 灰黄)シルト 6 25Y5/2(暗灰黄)粘土

5Y7/4(浅黄)シリレト 25Y6/4(に′3ヽ しヽ黄)シリレト

lm

土坑 27 遺構平面図及び断面図

第 3遺構面全景

|×=-1962578m
|

／
／
′′
‐
卜
‐
〕
Ｖ
Ｉ
′
―
―
卜
‐

AL=280m

４

５

６
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のと考えられる。

第 4層上面 (第 2遺構面)で検出した遺

構には、弥生時代中期のものとして後述す

る竪穴住居がある。また弥生時代から古墳

時代にかけてのものとしては、直径約 13m、

深さ約 1.2mを 測る円形状を呈 し、広口壺、

細頸壺、タタキ甕、鉢など多量の上師器が

出土 した土坑がある。この上坑の性格 とし

ては、平面プランや遺物出土状況から丼戸

と考えられる。また鎌倉時代の遺構 として

は、直径約 14m、 深さ約 1.lmを 測る円形

の土坑や直径約 1.lm、 深さ約 1.3mを 測る井戸がある。これらの遺構からは、大小の土師器皿や

瓦器椀・皿が多量に出土した。以下、竪穴住居について記述する。

竪穴住居 2は 、床面

が 2面確認でき、それ

ぞれに対応する壁溝が

み られるものである。

新段階のものは、直径

約 4.Omを 測る円形の

プランをもつ もので、

壁溝 は北側 (壁 溝 1)

と南佃1(壁溝 2)に み

られ、中央には東西約

55 cm、 南北約 65 cm、

深 さ約 20 cmを 測る炉

(炉 1)が ある。土層

断面観察の結果、この

炉跡は同一の床面で少

なくとも2回 の掘削が

みられ古い段階のもの

は深さ約 30 cmを 測る。

Xll跡 の周辺には多数の

柱穴がみられ、復元す

ると5本柱であった可

能性がある。古段階の

ものは、直径約 3.8m

を測る円形のプランを

堅穴住居 2
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9 25Y3/1(黒褐)糸田砂混粘土

10 10YR3/1(黒 褐)シルト ※柱穴

0

A'L=300m

25Y3/1(黒 褐)シルト ※壁溝4
25Y3/1(黒 掲)シ ルト ※壁溝6

2m

遺構平面図及び断面図

第 2遺構面全景 (東から)

_cfllY=―子
3930m

(こ13)1:柱

穴

⑥@

壁溝6

]]

25Y3/1(黒 褐)細 砂混シルト

10YR3/1(黒 褐)細砂混シルト

25Y3/2(黒 褐)細砂混粘土

25Y3/1(黒 褐)細砂混粘土

25Y4/1(黄 灰)シルト

25Y5/4(黄 褐)シ ルト混粘土

25Y3/1(黒 褐)糸田砂混粘土

25Y2/1(黒 )シ ルト ※炭層



もつもので、前述 した新段階の住居はこの住

居の炉及び主柱穴を踏襲 して建てられたもの

とみられる。壁溝については、住居の西佃1か

ら南側において壁溝 3～ 6を検出した。北佃l

の壁溝については確認できなかったが、新段

階の住居の床面から約 10 omほ どの落ちこみ

を確認 した。また炉跡 (炉 2)は新段階の炉

跡のやや東側にみられ、東西 60 cm以 上、南

北約 80 cm、 深さ約 30 cmを 測るものである。

時期については、新段階の炉内からクシ描波

状文をもつ広口壺が出土 したことからともに弥生時代中期のものとみられる。以上のことから、新

段階の住居は、古段階の住居を拡張して建てられたものと考えられる。

第 3層上面 (第 1遺構面)では、江戸時代の畑作に伴う鋤溝 13条及び、幅約 15m、 深さ20～

40 cmを 測る溝 2条、また:L坑 などを検出した。

出土遺物には、弥生時代前期から中期の土器をはじめ、弥生時代後期末から古墳時代初頭にかけ

ての土師器や、鎌倉時代の土師器皿、瓦器椀・皿が多量に一括出上 した。

まとめ

今回の調査地は第 26・ 45・ 51次調査の調査成果から、弥生時代前期には南西約 60mに 存在す

る環濠に囲まれた微高地上にあたる.ま ず弥生時代前期末から中期初頭の段階では、調査区の南西

部及び東部においてピットが集中してみられ、北唯際から南東部にかけては土坑が検出されるなど

居住域として機能していたものと考えられる。また第 26・ 45次調査で検出された環濠とのかかわ

りについては、環濠の最終堆積に含まれる土器が紀伊第Ⅱ様式の古段階と考えられ、今回の調査で

も土坑からヘラ描沈線を多条に施す壺や甕が出土 し、土坑 27か らはヘラ描直線文とクシ描直線文

を併用する広回壺など環濠の最終堆積 とほぼ同時期と考えられる一括資料が出土 した。よって、こ

れらの遺構は環濠と併存 したものと考えられる。次に弥生時代中期では、竪穴住居 2棟や土坑など

がみられるなど、調査地周辺が居住域の一部として機能していたと考えられ、前期末段階と比較 し

て遺構の多様性が指摘できる。弥生時代後期末から古墳時代初頭の遺構としては、土師器の一括遺

物を出土 した井戸があり、古墳時代初頭の集落域を示す資料 として注日される。さらに鎌倉時代で

は、調査区の全面において土坑・井戸などが分布するようになり、土師器llや瓦器椀・皿など平野

部における良好な一括資料を得ることができた。また当調査地周辺は、室町時代には大田城の存在

した地域であるとされているが、今回の調査ではそれにかかわる遺構を検出することはできなかっ

た。

今回の調査では、弥生時代後期、奈良・平安時代及び古墳時代の遺構・遺物があまりみられなか

った。これについては、今後周辺地域の調査成果も合わせ検討が必要である。    (藤 藪勝則)

【参考文献】
『太円・黒「11遣跡第52次発掘調査概報』(財 )和歌山市1文 化体育振興事業団 2002年

第 1遺構面全景 (東 から)
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18。 第 9次調査

調 査 地 和歌山市秋月 346番地

調査面積 810耐

位置と環境

秋月遺跡は秋月の地に鎮座する日前・国懸神宮の周辺に広がる弥生時代から江戸時代にかけての

複合遺跡である。調査対象地は、平成 11年 に調査を行った第 8次調査地の北側隣接地にあたる。

この調査では、弥生時代前期の石器製作に関わるとみられる土坑や自然流路、古墳時代前期の土器

廃棄土坑や後期の竪穴住居のほか、奈良時代の井戸、鎌倉時代の溝や土坑など多 くの遺構を検出し、

また平安時代後期に存在 したとされる「神宮寺Jに関係するとみられる瓦をはじめとした多量の遺

物が出土 した。

調査内容

調査区は、基本的に工事計画範囲の南佃1に あたる微高地部推定地を中心に設定 した。調査は、排

土置き場の制約から東西を2分するラインを設定し、第 1期 にあたる東側を第 1区、第 2期 にあた

る西傾1を 第 2区 と定めた。調査地の現況が運動場であるため、表土は厚さ 10～ 20 cmを 瀬1る 整地土

である。整地上下の状況は、調査区中央部を東西に貫 く鎌倉時代の溝 (溝 12)の南肩部を境 とし

て大きく異なる。まず北側の微低地部では、近代以降の整地層 (第 la～ 2層 )が約 70 cmと 厚 く堆

積 し、その下層に明治時代の水田耕土である標高 37m前後を上面とした第 3層 を検出した。第 4

層は北側の微低地部と南佃1の微高地部では若干土色等に違いがあるが、ともに 10～ 20 cmの厚みを

もつ江戸時代の遺物包含層である。この第 4層 の下面がすべての遺構を検出した遺構面である。こ

の遺構面を形成する第 5a層 は、 20～ 60 cmの厚みをもつ黄褐色系の細砂混シル ト質層で微量の弥

生時代前期の遺物を含む遺物包含層である。

まず弥生時代の遺構は、第 1区の北端部で検出した土坑 19や 第 2区 の南端部で検出した土坑

1_1::デ 1

。
私  十月
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― .二
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跡泣退
養
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｛
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調査位置図
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109な どがある。土坑 19か らは紀伊第 I様式に併行する時期の広口壺などが完形で出上 したこ

弥生時代末から古墳時代前期にかけての遺構は、調査区南半部を中心として庄内式併行期に比定

できる竪穴住居 3棟 (竪穴住居 1～ 3)や井戸 1基 (井戸 4)、 布留式併行期に比定できる井戸 1

基 (井戸 6)、 土坑 1基 (土坑 89)な どがある。また古墳時代中期のものでは溝 1条 (溝 16)、 土

坑 1基 (土坑 91)があり、また後期では土坑 1基 (上坑 69)な どを検出した。なかでも竪穴住居

1は 第 1区 の南端部で検出したもので、東西 7.8m、 南北 5.2m以上を測る方形プランの大型住居

で、床面周囲に高さ 5 cm程度のいわゆるベッド状の高まりが設けられている。主柱穴は北壁に平行

して掘削された 2基からみて、 4本柱の住居であったものと考えられる。床面の北西隅には貯蔵穴

が、中央部には炉が配され、炉の南側床面が熱によって赤変していたことから焚き国が南狽1で あっ

Y=― フ3076m
|

|

|

土

1竪
穴住居3 竪夫住居2  土坑751 竪穴住居 ]

0                   10m

―

―
―

遺構全体平面図
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たものと考えられる。周囲の壁溝には板状の

部材を杭によって固定 していたとみられる直

径 5 cm前 後のビットが壁溝内に8基検出でき

た。また土坑 69は 、調査区南半部の中央部

で検出したもので、東西南北 とも 1.9mの や

や隅円方形状のプランであり、深さは最深部

で 95 cmを 測る。遺物には、須恵器杯身が圧

伊1的 に多 く、覆土上位において正位置に保た

れた状態で 14個体分が出土 したほか、須恵

器の高杯・砒や土師器の杯・壺・甕などが多

量に出土 した。そしてこれらを取 り除いた下

面において馬の頭骨が出土 し、状況からみて

廃絶時に馬の頭骨や土器を用いた祭祀が行わ

れたものと考えられた。

奈良時代の遺構は調査区南半部において検

出 した溝 1条 (溝 32)と 土坑 3基 (土 坑

54・ 75。 100)がある。

平安時代の遺構は第 1区北半部で検出した

井戸 1基 (井戸 2)や 第 2区南半部において 磋贔鶉鳳止二

検出した土坑 2基 (土坑 102・ 106)な どが

ある。また後出する溝 14や土坑 58・ 118な

どから多量に出土 した瓦類が平安時代後期に

比定できるものが多 く、後期に存在 したとさ

れる「神宮寺」との関係が注目できる。

鎌倉時代の遺構は他の時期に比べ圧倒的に

多 く、調査区全体において数多 く検出 した。

遺構には、調査区中央部を東西に貫 く幅 4～

5mの大溝 (溝 12)や この溝に直交 して取

り付 く溝 (溝 8)、 溝 12に 平行 して掘削され

た溝 7条 (溝 13・ 14・ 28～ 31・ 45)、 井

第 1区 土坑 69 (1ヒ 東から)

爛 騨 饗 欝 難
洒

戸 2基 (井戸 1・ 3)、 土坑 27・ 28・ 39・ 130な どがある。溝 12か らは、多量の瓦器椀や土師

器皿類がほぼ完形の状態で出上 し、その状況からみて南側の微高地部から投棄されたものと考えら

れた。井戸 1は、第 1区の北半部で検出した石組井戸で、 2度の造 り替えがみられ、 3基 とも重な

|)が ある。 3基のうち最 も新 しい井戸の底面には底板を取 り外 した直径 30 cmの 木桶を設置 してい

るのに対 し、古い時期の 2基には井戸底にくり貫きの木枠を用いている。また第 2段階の井戸木枠

内部からは曲物を用いた釣瓶が出土 した。

室町時代の遺構は、第 1区の北半部において検出した土坑 2基 (土坑 4・ 23)や タメマス状の

選
し、|■

第 1区 堅穴住居 1周辺 (上が北 )

三‐1鉱

第 1区 清 8。 12(南 から)
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土坑 (土坑 30)、 第 2区北半部で検出した石

組井戸 (井戸 5)な どがある。井戸 5の構築

方法は、底面に底板を取 り外 した木桶を設置

し、その上端部を結晶片岩の割石で固定 した

後、結晶片岩でほぼ垂直に小日積みしたもの

で、石組内には砂岩を用いた一石五輪塔が石

材として転用されていた。この井戸の埋没時

期は、江戸時代中期に比定できる。

江戸時代の遺構は調査区全体において土坑

を中心として多数検出した。

第 2区の北西部及び南西部において噴砂を

検出した。これらの噴砂はともに第 8層 のオ

リーブ褐色系の礫混粗砂が第 5a層 を貫いて噴

き上げたもので、その方向性はN-30～ 45° 一

Wの ものとN-90°一Wの ものがあり、遺構と

の切 り合いからみてこの噴砂を引き起こした

地震は弥生時代前期以降、平安時代後期まで

の間に起こったものと考えられる。

第 1区 井戸 1(南西から)

第 2区 北西隅噴砂断害l状況 (南東から)

遺物は遺物収納 コンテナ約 400箱 を数え

る。土器類には弥生上器、土師器、須恵器、黒色十器、中世土師器、瓦器、焼締陶器や瓦質土器、

輸入陶磁器である中国製の白磁や青磁のほか、近世の陶磁器類がある。土器以外では、溝 12か ら

出土 した瓦製硯や多量の瓦、石器 (叩 石・砥石)、 石造物 (一石五輪塔・宝掟印塔)な どがある。

まとめ

今回の調査では、調査区中央部において鎌倉時代の大満が検出され、この溝を境として南半部が

微高地部であることを確認 した。北側隣接地にあたる第 8次調査では調査区の中央部から北半部が

約 80 cmの 比高差で微高地部であったことから、微高地部の南北幅が約 40mであることが半」明したc

遺構では、まず弥生時代において前期に比定できる土坑などを検出し、集落の一角であったもの

といえる。その後、弥生時代末から古墳時代前期にかけて集落が形成され、竪穴住居 2や井戸 4が

先行 し、次いで竪穴住居 1・ 3な どが造られ、祭祀土坑 (土坑 69)な どのように古墳時代を通 し

て、連綿と集落が形成されていたものとみられ、奈良時代に至っても同じ様相であったものと考え

られる。平安時代では、後期頃に日前官の東に存在したとされる「神宮寺Jが考えられるc出土 し

た多量の瓦から、当該期に瓦葺きの建物が存在 した可能性が高 く、鎌倉時代に比定できる瓦も共伴

することからみて、少なくとも建物が鎌倉時代まで存在していたものと考えられる。鎌倉時代にな

ると遺構の数が極めて多 くなり、特に溝 12な どの遺物量などから後期にその盛期がみられること

が明らかである。また室町時代から江戸時代にかけては、第 8次調査時を含めて溝や土坑などを検

出 し、引 き続 き集落 として利用 されていたものとみられる。

不
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19. 第 25・ 26次調査

調 査 地 和歌山市一番丁 3

調査面積 470ぽ

位置と環境

国指定史跡である和歌山城は、紀ノ川下流域南岸の平野部に存在する独立丘陵、岡山に築かれた

平山城である。今回は二の九西部御橋廊下取 り付 き部分 (第 25次調査)と 東堀南東部西面石垣

(第 26次調査)の 2ヶ 所について調査を行った。第 25次調査は、和歌山市が史跡和歌山城地方拠

点史跡等総合整備事業で実施する御橋廊下の復元整備に伴うもの、また第 26次調査は一部崩落が

みられる石垣の積み直しに伴うもので、周辺の遺構確認及び石垣の構造解明を目的としたものであ

る。

調査内容

調査の結果、第 2・ 4・ 7層 下面においてそれぞれ遺構を検出した (第 1～ 3遺構面 )。 各遺構

面の間には焼土層 (第 4b・ 7層 )がみられ、層序の対応から第 3遺構面は第 7層 火災時に焼失、

第 2遺構面は第 7層の火災以降第 4b層 の火災以前に存在、第 1遺構面は第 4b層 の火災後に再建さ

れたと推定できる。これらの焼土層 を火災の記録に当てはめて考えるならば、第 7層 は明暦元

(1655)年 の火災と想定することができ、第 4b層 は幕末～明治の第 1遺構面の下層にみられるこ

とから文化 10(1813)年の火災の可能性が考えられる。

第 1遺構面検出遺構

第 1遺構面の検出遺構としては御橋廊下庇柱礎石の他、多聞櫓 1～ 3、 土塀基礎、漆喰列等があ

る。そのうち御橋廊下庇柱礎石は、第 22次調査で検出した花商岩礎石 (礎石 1)に対応するもの

である。北側礎石との中心部間の距離は約 2.9mを 測る。また多聞櫓 1は 、調査区北佃1に おいて検

出した礎石列で、南北長約 12m、 幅 4mを 測る6間 ×2間 の建物である。砂岩礎石が約 2m間隔

にみられ、礎石間には結晶片岩の割石を配置 している。内部床面は黄褐色シル トが全面にみられ、

』
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第 1遺構面平面図 (御橋廊下周辺)と土層断面図

土間であったと考えられるが、このシル ト下面で第 4b層 を切 り込む形で礎石の抜 き取 り痕を確認

したことから、以前は束柱を用いる板張 りの床面であつたとみられ、後になって土間に変更したも

のと考えられる。

第 2遺構面検出遺構

第 2遺構面では御橋廊下関連礎石の他、博敷遺構、多聞櫓 4等 を検出している。御橋廊下関連礎

石の石材は砂岩で、礎石中央部間の距離は約 2mを 測る。礎石上部には一辺約 18 cmを 測る角柱の

痕跡が確認できる。多聞櫓 4は 第 22次調査時に確認 した礎石 5・ 6を 含む多聞櫓の礎石列で合計

8基検出した。その他、第 22次調査時に確認されている博敷遺構、石垣上面溝状加工もこのi量 情

面に対応するとなられる。

第 3遺構面検出遺構

第 3遺構面では御橋廊下関連礎石の他、多

聞櫓 5、 石室 (い しむろ)を 検出した。御橋

廊下関連礎石は第2遺構面の礎石より約 lm 欝

西側で検出したもので、石材は北側が結晶片

岩、南側が砂岩であるが、検出位置や石材間

の距離が約 2mを 測る点を勘案 して、御橋廊

下に関わる礎石と判断 した。多聞櫓 5は多聞

櫓 4の 下層において検出した礎石列で合計 6 第 1遺構面全景 (北東から
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基確認 したものである。礎石間の距離は約 2mを測る。

さらに特筆すべき遺構として、石室を検出した。二の丸櫓台石垣に組み込まれた形で構築された

施設で、石垣東面開口部隅角部は算木積みで二の丸側石IEと 一連のものである。検出時には入回は

閉塞されてお り、佃l壁 中央上部は失われ石材の一部は石室内に転落していた。入田部分には敷居石、

その内側両端には扉に関係するものとみられる礎石がある。この礎石と敷居石との位置関係から、

扉は内開きであったものと考えられる。床面では入口佃l約 2/3の範囲で博敷 (四半敷)を検出し

た。また四半敷の西端部、土壇裾にはピットがみられたことから、棚などの簡易なものを支える柱

が存在 した可能性が考えられる。さらに石垣解体時に石室の断割調査を行ったところ、石室の裏込

石に砂岩円礫と結晶片岩割石の 2種類が存在することが明らかになった。

その他、石室の上屋構造等に関係すると考

えられるものとして、石室入田部分隅角部の

前面下部に対になるとみられる柄穴をlヶ 所

ずつ確認 している。

石垣解体調査

石垣解体時に断面調査を行った結果、石垣

中位で石組みの暗渠排水溝を検出した。溝の

底部は礫敷でこのままでは溝としての機能を

呆たさないが、大型の鉄釘及び炭が出上 した

ことや石垣内部の石材まで赤変 していること

などから、石組の内部には木樋が存在 した可

能性が考えられ、火災時にこれが焼失 したと

推定できる。また石垣裏込石は石室裏込 と同

様、結晶片岩割石と砂岩円礫の 2種類を確認

した。堀佃l石垣石尻から約 2.5mの 範囲には

主として砂岩円礫を、それよりも東側には結

晶片岩割石を主に使用するもので、石材を使

い分ける理由の一つには結晶片岩を土留めと

して用いた可能性が考えられる。

第 26次調査

調査対象石垣は結晶片岩の割石を用いたも

のである。石垣の南北長は約 80m、 基底部

からの高さは約 2.6mを 澳1る 。石垣上部から

約 80 cmは 全体的に積み直 しが行われてお り、

同 じ結晶片岩でも石材が小型になっている。

基底部の勾配は 55～ 60度 を測るが、この積

み直 し部分は 70～ 80度 となる。同様の積み

石室 (北東から)

:二■■|‐ ltl‐ ■‐  ―
第 1。 2遺構面 御橋廊下関連礎石 (東から)

石垣北側断面 (南 から)
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直 しは昨年度行った東堀南佃1の 石垣 (第 23次調

査)で も確認されている。また石垣の南側では部

分的に砂岩によって積み直 しされている個所 もみ

られた。

石垣 _ヒ 面の調査では裏込石を検出したのなで、

他の遺構は確認できなかった。断面調査では、裏

込石は石垣積み直 し部分と対応 して、その単位を

大きく2つ に分けられた。裏込石の石材は全て結

晶片岩であり、その東西の厚さは下部が約 80 cm、

上部の積み直 し部分が lm以上である。本石垣の構造 としては石垣の背面には淡灰色粘土 (第 6

層)・ 暗灰色粘土 (第 7層 )が堆積 しており、この粘土層をL字に切 り込んで石垣が構築されてい

た。基底石は切 り込んだ粘上の上に据えられている。粘土と基底石の間には石材を安定させるため

の結晶片岩の小片が 1、 2石穆度みられたが、胴木や捨石等は確認できなかった。

また、石垣を全て撤去 した段階の調査地北端部で、北側にみえる南面石垣の延長部分を検出した。

南面石垣は砂岩の打ち込みハギで構築されている石垣であるが、西面石垣内部から検出した延長部

分は結晶片岩の野面積みである。このことから南面石垣は現存する西面石垣に先行 して構築された

もので、後に石材を変更して積み直しが行われていることが明らかになった。

まとめ

第 25次調査では、 3時期の遺構面を検出し、それぞれについて御橋廊下関連の礎石と多聞櫓の

礎石等を検出した。御橋廊下関連礎石については、第 2・ 3i童構面ではその間隔は約 2mであった

が、第 1遺構面の段階では間尺を約 29mに 変更 し、南佃1に拡張 していたことが明らかになった。

第 22次調査の際に堀底で検出した御橋廊下橋脚基礎 との関係については、礎石の配置や位置関係

から第 1遺構面の礎石に対応するとみられる。

次に多聞櫓について、少なくとも調査区北側の多聞櫓 1・ 4・ 5についてはほぼ同一場所に繰 り

返し構築されてお り、「和歌山御城内惣御絵図」に描かれる多聞櫓 とほぼ同様の位置関係であるこ

とが明らかになった。絵図の年代は 18世紀末とみられるが、多聞櫓等の施設は江戸時代の前半か

ら場所を踏襲されて繰 り返 し構築されていたことが伺える。また第 3遺構面検出の石室については、

類例がほとんどなく、その上屋構造についても今後の検討を要するものである。

第 26次調査では、石垣裏込内の遺物は瓦片が 2点 出土 したのみで、年代を推定できる資料を得

ることができなかった。そのため、本石垣の構築時期について遺物から推定することが困難である

が、基底部分に関しては石垣石材に結晶片岩割石を用いている点、石垣の角度が 60度 を下回って

おり、これまで調査が行われた創建期とみられる結晶片岩石IRと 類似する特徴を有 している点、城

内に占める位置などから、南面石垣よりは後出するが和歌山城の倉1建期に成立した可能性が考えら

れる。

【参考文献】

『史跡和歌山城第25 26次発掘調査IFt報』(財 )和歌山市文化体育振興事業団 2002年

第 26次調査地全景 (北西から)
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20. 第 3次調査

調 査 地 和歌山市禰宜 148番 地

調査面積 255ぽ

位置と環境

旧中筋家住宅は、国の重要文化財に指定されている建造物で、紀ノ川の南岸、岩橋山塊から北方

に延びる丘陵裾部に立地する。中筋家は江戸時代には和佐組の大庄屋で、その建物群は大庄屋の屋

敷構えをよく残 している。現主屋の倉1建年代については、近年の解体修理によって主屋に葺かれて

いた鬼瓦に紀年銘が確認 され、嘉永 5年 (1852年 )頃 と推定 される。既往の調査 としては、

2000年 に人力車庫を対象に第1次調査が行われ、家畜小屋 として使用されていたことが明らかと

なっている。また、 2001年 5月 には主屋土間部分を対象に第 2次調査を行い、東側に焚口をもつ

竃の燃焼部や、石組の仕切 り構造を有する貯蔵遺構が確認された。

承
宅雑̈

れ筋赫
中

、”□口

IY=-6,820mIY=-68840m

0            20m

調査位置図
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調査内容

今回の調査は解体修理に伴い、長屋蔵 とその

周辺部を調査対象 とし、長屋蔵の地下構造 とそ

の変遷の確認を主目的として実施 したものであ

る。

調査前の状況は、建物の解体修理が終了 し、

礎石及び基礎石列などの施設が確認できる状態

であった。そこで、現況面において、写真撮影

を実施 し、東西南北方向に各 1箇所の トレンチ

を設定 し調査にあたったが、現況面における遺

構確認の必要から長屋蔵全体 とその庇部分に調

査区を拡大 し、A区 とし継続調査を実施 した。さ

らに、長屋蔵 と周辺建物 との関係を明らかにす

る目的で調査区を2ヶ 所設定 し、長屋蔵北側と茶

室の間をB区、長屋蔵南側 と主屋の間をc区 とし

て調査を行った。

まず、A区の基本層序は、近年の堆積層下に最

終のタタキ面 (第 1層 )があ り、長屋蔵内部で

2単位、上間部分では 3単位確認することがで

きた。このタタキ面の下層には、長屋蔵構築に

伴う整地上 (第 2・ 3層 )が 30～ 50 cmの 厚さ

で堆積する。第 2・ 3層 については、長屋蔵南

端部において第 2層 と第 3層 の間に整地土 とは

明らかに異なる暗褐色のシル ト層が認められ、

この層 を境に第 2層 を整地土上層、第 3層 を整

地土下層 として区別することができる。第 3層

下には水の染みだす不安定なシル ト層 (第 4層 )

が堆積 し、北端の深掘部分において 20 om以 上の

厚さを確認 した。

遺構は、現況面である第 1層 を精査 した段階

で礎石・石列のホリカタを検出したが、長屋蔵

南側においては礎石の多 くがホリカタを有さず、

第 1層 上に据えられてお り、最終のタタキ面を

施す段階で、大規模な礎石・石列の据え直 しが

実施されたものと考えられた。さらに、第 2・

3上面で精査 した結果、一部の礎石についてほ

長屋蔵内第2・ 3層上面全景 (南 から)

AEXI 石列 1(東 から)

ぼ同一の地点で礎石のホリカタを検出し、第 1層上面でホリカタが確認できなかった長屋蔵北側の

驚

A区 礎石断害」状況 (南東から)

A区 長屋蔵内土層堆積状況 (東 から
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I彗 石についてもホリカタ及び、第 3層上に据えられている状況を確認 した。このことから、長屋蔵

南においては少なくとも2度の礎石・石列の据え直しが行われたと考えられる。同じく第 1層下面

において、西側の基礎石列際で幅 50 cmに わたつて捨て石を確認 した。このことから、長屋蔵にお

ける構築順 としては、整地土上層 (第 2層 )→基礎石列・捨て石→タタキ (第 1層 )→礎石・石列

の据えつけという順序が復元できる。この捨て石中には、煉瓦及びガラス片の出上があった。

その他、第 2層下面において長屋蔵南方で石列を検出した (石列 1)。 この石列は整地上下層が

南側ヘスロープ状に落ち込む先端で東西方向に約 60 cm確 認 し、 10～ 30 cm大 の片岩・瓦が重なっ

た状態で列状に並んで検出した。石列 1の性格については明確ではないが、この石組を境 として西

側においては整地土とは異なる褐色系のシル ト層が堆積することが注日でき、整地土下層が長屋蔵

の床面として機能していた段階の関連遺構と考えられる。

庇部分については、第 2層上面で雨落ち溝・礎石のホリカタを検出した。庇柱の礎石は断ち割 り

調査の結果、上下 2石 に積む構造のものがみられたが、庇柱 1に ついては第 3層 から切 り込むホリ

カタが確認され、上の礎石に伴 うホリカタが下

部の礎石 とは一致 しないことから、礎石が 2段

のものについては下部のみが礎石 として機能 し

ていた可能性が考えられる。また、一石のみで

構築 される庇柱は、長屋蔵内の層序 との関係か

ら整地土上層 (第 2層 )に対
‐
応するものと考え

られる。

B区 については、表土 (第 1層 )下 に茶室西側

の飛石・雨落ち溝の構築 と併行する整地上 (第

2層 )があ り、その下層には長屋蔵から続 く一

連の整地土 (第 3層 )が約 30 cm以 上堆積する。

遺構は飛石の西側、表土下約 20 cmに おいて石組

溝 と考えられる石組遺構 を検出した。この遺構

は南北方向に主軸をもち、約 lm分を検出した。

石組は4段、約 52 cm遺存 しており、 20～ 30 cm

大の片岩割石 と一部に平瓦を小日積みする構造

を呈するものであるが、最上部は 10～ 20 cm大

の比較的小 さな片岩割石を用いて構築されてい

る。遺 IF「 の覆土は、長屋蔵の整地土 と同一の上

層であることから、長屋蔵周辺を整地する際に

埋没 したものと考えられる。石組遺構の年代に

ついては、石組の裏込め土が調査区西側の整地

土 (第 3層 )よ りも先行する堆積であること、

現飛石下面に構築されていることから、現在の

建物群に先行する前身建物に伴 う遺構 と考えら

A区 庇部分第 2層上面全景 (北 から)

A区 庇柱 1礎石断割状況 (東 から)

釉

滲
=||ヽ
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オtる 。

C区 の層序については表土 として旧耕土、近

代の整地上層 (第 1層 )が堆積 してお り、 L部

は大 きく撹乱 されている。その下層には長屋蔵

から続 く整地土層 (第 2・ 3層 )が堆積 してお

り、深掘部では約 40 cm以上の堆積が確認できた。

遺構は、調査区東側において瓦溜まりを検出し

た。瓦溜まりは、第 2層 上面において検出 した

ものであ り、多量のJ・L類 の他、針金、ガラスを C区 全景 (西から)

含むことから、破損 J・Lの整理・廃棄に伴い近代以降に掘削されたものと考えられる。

遺物はA～ C区 の各調査区において、主に整地上層である第 2・ 3層 から出土 した。出土遺物に

は、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器、瓦器、焼締陶器、輸入陶磁器、国産陶磁器などの土器

類、瓦、土錘、土人形などの土製品、金属器や貝類などの自然遺物があるが、その大半は近代以降

の瓦類である。また、A区基礎石列の捨て石中から「和佐中筋Jと 記されたガラス瓶片が出土 した

が、これは中筋牧場に関わる遺物として貴重である。

まとめ

長屋蔵とその周辺で実施 した第 3次調査では、まずB区で検出した石率H遺構が現在の建物群に先

行する施設と考えられ、前身建物の存在を裏付ける資料として新たな知見を得ることができたc石

組遺構は約 50 cm遺存 しており雨落ち溝としては規模が大きいこと、その主軸が現建物の主軸と異

なり、その延長部が表門西側の石組溝に延長する可能性があること、またその検出位置から古絵図

に描かれた敷地境にあたるものと考えられた。しかし、C区 においては同様の遺構を確認できなか

ったため、単純に延長するものとは即断できない。また、現在の長屋蔵とその周辺は、石組遺構を

埋め立て敷地西側を大規模に整地した上に構築したものと考えられる。

A区では、部材の痕跡や番付から長屋蔵に規模の拡張などの改変がある可能性が指摘され、その

変遷を確認することが調査の主眼であった.調査の結果、その変遷を明確に示す資料を得ることは

できなかったが、一部で礎石の据え直しを確認 したこと、断ち割 り調査による土層堆積の検討から、

およそ 3段階の過程を想定することができる (第 1～ 3期 )。

まず第 1期 は、長屋蔵及びその周辺を整地 (整地上 ド層)し た段階である。第 2期 は、長屋蔵南

側において第 1期 の整地上上にさらに整地を行い (整地土上層 )、 現長屋蔵と同規模の建物へと拡

張したと考えられる段階である。整地上上層は長屋蔵の南 2/3の みで確認でき、それより北側には

及んでいない。このことから、長屋蔵北倶1においては礎石の据え直しが行われなかった可能性 も考

えられる。遺構としては、長屋蔵中央部第 2層上面で検出した礎石ホリカタがあり、庇柱、雨落ち

溝もこの時期に整備されたと考えられる。第 3期は、現況面である最上層のタタキ (第 1層 )を長

屋蔵全体に施設 した段階で、大規模に礎石・石列の据え直しが行われたと考えられる段階であるこ

以上のように、およそ 3期 の変遷過程を想定することができ、その変遷を建造物の見解と照らし

合わせれば、第 1期 を規模拡大前、第 2期 を規模拡大時、第 3期 を修理前の現状 として、それぞれ

対応させることが可能であると考える。
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わ か やましょうせき

21.和歌山城跡 第 8次調査

調 査 地 和歌山市十一番丁 1番地内

調査面積 70ご

位置と環境

和歌山城跡は、紀ノ川河口南岸の和歌山平野のほぼ中心部に位置する。遺跡は和歌山城の三の九

(武家屋敷地跡)に相当し、これまでの調査において江戸時代の礎石建物や石組溝などの遺構が検

出され、陶磁器・土器・瓦・土製品などの遺物が大量に出土 している。調査地は、和歌山城北佃1に

位置する紀州藩家老水野土佐守の屋敷地内にあたる。

調査内容

現地での調査は、南北方向に lヶ 所 (第 1区 1～ 3)、 東西方向に 3カ 所 (第 2～ 4区)の調査

坑 (ト レンチ)を設けて行ったが、遺構の残存する場所は第 1-2区、第 1-3区、第 3区に限ら

れ、遺構を検出したが、撹乱を免れて残存 していた上面の礎石 4基を同じ検出面に残 して調査を行

った。上面検出の礎石 4基は第 1遺構面のものと認識 し、第 1-2区、第 1-3区、第 3区で遺構

検出した面を第 2遺構面とした。また、下層遺構の確認のため、遺構のみられなかった第 3区の西

端で深掘 り調査を行い、第 3遺構面を確認 した。

調査地の基本層序は、現地表であるコンクリー トの舗装が約 30 cm、 その下面から第 1層 から第

8層 までの堆積土層を確認することができた。第 1層 は煉瓦などを含む近代以降の整地上で約 20

cm、 第 2層 は粗砂を多 く含む約 10 cmの 堆積土である。次に、上面が第 1遺構面 (江戸時代後期以

降)である粗砂を多 く含む整地土 (第 3層 )が約 10 cm、 その 卜は第 4層 が約 5 cm、 第 5層 も約 5

順
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調査位置図
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cmの厚さで堆積する。第 5層 は粗砂を多 く含む土で、貝などの植物残滓を多 く含むが整地土と考え

られ、上面に第 2遺構面 (江戸時代中期)がある。第 6層 は西側に緩 く傾斜 し、厚さ約 5 cmを 測る。

第 7層 は炭や瓦を多 く含み、遺物は 17世紀前半のものがみられる。第 8層 は遺物が出土せず、粗

砂の堆積層で厚さ30 cm以 上の堆積であることを確認 した。この第 8層上面で第 3遺構面 (江戸時

代前期)を検出した。なお、第 2・ 3・ 5・ 6層 は平面的には不連続な堆積層である。

遺構はそれぞれ 3・ 5・ 8層上面を検出面とし、検出した遺構は、基礎石組・石列・石組溝・礎

石・土坑・ピット (柱穴)な どで、全て江戸時代のものである。遺構面の標高はそれぞれ、第 1遺

Y=― フ5847m

|

Y=-75850m

礎石2

0             2

0                    10m

遺構平面図
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青面が約 36m、 第 2遺構面が約 3.5m、 第 3遺構

面が約 32mを 測る。遺構面の時期は第 1遺構面が

江戸時代後期、第 2遺構面が江戸時代中期、第 3遺

構面が江戸時代前期と考えられる。

第1遺構面では礎石 4基 を検出した。これらの礎

石は砂岩の自然石を利用 したものとみられ、直径

50～ 70 cm、 厚 さ約 30 cmを 測るものである。間尺

は約 2mを 測 り、真北方向に並ぶものとみられ、東

西 2問以上、南北 5間以上の比較的規模の大 きい礎

石建物と考えられる。

第 2遺構面では、基礎石組 1条 、石列 1条、土坑 2基、ピット (柱穴)1基、石組溝 1条 を第 5

層上面において検出した。なお、基礎石組、石列、石組溝、仕切石は真北の方向性をもつ点で共通

する。

第 3遺構面では、第 3区の西端から2.5mの 範囲で確認 した遺構面で、第 8層上面において検出

したものである。遺構は石列 1条 、土坑 1基、ビット (柱穴)1基を検出した。

遺物は、土師器皿・焙烙、土師質・瓦質土器火鉢、備前焼橋鉢・灯明皿、丹波焼壺、堺焼橋鉢、

肥前系や瀬戸美濃系などの陶磁器、瓦、泥面子・土人形などの土製品、砥石・碁石・火打石などの

石製品、貝 (ア サリ、ハマグリ、サザエ)・ 骨 (ス ッポン)な どの自然遺物が遺物収納箱 (コ ンテ

ナ)に約 5箱出土した。

以下、主なものについて、時期の古いものから順に説明を行う。

7~1

4

―ぬ

フ

―

〇｀

当 18

遺物実測図 1
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遺物実測図 2

1～ 6は第 3遺構面に関する遺構から出土 したものである。 1～ 4は手づ くね成形の土師器皿、

5は瀬戸美濃系陶器の志野鉄絵皿、 6は肥前系陶器の唐津皿である。

7～ 18は第 3遺構廃絶後、第 2遺構面までの整地土から出土 したものである。

7～ 10・ 17は土師器皿で、底部処理について、 7～ 9は 回転ケズリ整形、 10は手づ くね整形、

17は 回転糸切 りである。 11は土師器焙烙、 12は 備前焼橘鉢、 13～ 16は肥前系陶磁器で、 13

は京焼系の椀である。 14～ 16は 内野山窯系のもので、 14は 白濁釉椀、 15。 16は銅緑釉皿であ

る。 18は キセルの雁首で、火皿は欠損 している。

19～ 21は第 2遺構面で検出した石組溝 1の裏込めから出土 したものである。 19は瓦質火鉢で

外面に密なミガキを施すものである。 20は備前焼灯明皿、 21は肥前系染付丸碗である。また、土

坑 2か ら土師器焙烙、石列 1ウ ラゴメから堺焼橘鉢なども出土 した。

22～ 28は第 3遺構面で検出した土坑 3か ら出土 したものである。 22・ 23は軒丸瓦、 24～

26は 軒平瓦、 27・ 28は 平瓦である。特に27の 平瓦は狽1面 に菊花文のスタンプがみられ、 28の

凹面には瓦を三分するヘラ描 きの線がみられる。

なお、第1遺構面については、肥前系陶磁器、瀬戸美濃系陶磁器、瓦など多くの遺物が出土した。

まとめ

発掘調査の結果、基礎石組・石列・石組溝・礎石・土坑・ピッ

遺構を検出し、江戸時代の遺構面を3面確認することができた。

屋敷地内の構造を知るための貴重な資料であるといえる。

卜 (柱穴)な ど屋敷地跡に関する

本調査で検出した遺構は水野氏の

-75-
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22.川辺遺跡 発掘調査

調 査 地 和歌山市川辺 237番地

調査面積 192厨

位置と環境

川辺遺跡は紀ノ川の河日から約 12 km上流の北岸に位置 し、和泉山脈の南麓、紀ノ川との間に形

成された標高 11～ 12mを 測る沖積平野の微高地上に立地する遺跡である。本遺跡は、 1987年度

から 1992年度にかけて実施された一般国道 24号和歌山バイパスエ事に伴 う調査によって、縄文

時代から近世にわたる大規模な複合遺跡として周知されるようになった。またこの調査では、南海

道の支線とみられる道路遺構の側溝が 2地点において確認され、その内の一つは本調査地西側 140

mの地点で検出されていることから、今回の調査地点においてもその存在が予想された。

調査内容

調査対象地は、遺跡のほぼ中央部にあたる。今回の調査は、調査対象地全域の様相を確認するた

めに調査区をL字状に設定し、さらに下層遺構の有無及び土層堆積状況の確認を目的として部分的

に下層調査を実施 した。

調査区の基本層序については、現代の水田耕作土 (第 1層 )下 に床土 (第 2層 )、 その下層には

江戸時代後期の遺物包含層 (第 3層 )、 縄文時代晩期から弥生時代前期の遺物包含層 (第 4層 )が

それぞれ堆積する。第 5層 は上下 2単位に分けられ、第 5a層 は縄文土器が少量、第 5b層 上面にお

いて比較的まとまって縄文土器の出土が確認できた。第 5b層 については、調査の範囲では遺物を

ヽ
ゝ

調査位置図
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確認することはできなかったため、無遺物層の可能性がある。

遺構については、第 4層上面において遺構面を確認 し、弥生時代 と江戸時代の遺構を検出した。

また、第 5b層上面において縄文土器が一定量出土 したため、遺構面の存在する可能性があるが、

明確な遺構を確認することはできなかった。

弥生時代の遺構 としては、調査区南側において隣接する竪穴住居を2棟 (竪穴住居 1・ 2)、 土

坑 2基 (土坑 1・ 2)、 ビットを検出した。

竪穴住居 1は床面上において壁溝を2条検出したことから、拡張による建て替えが行われたこと

が判明した。古段階は直径 5.5mの 規模を有 し、幅 15～ 20 cmの壁溝 と、炉とみられる中央土坑の

周囲に4本の主柱穴をもつ構造である。新段階は直径 7.lmを 測 り、幅 40～ 50 cmの壁溝と、炉と

みられる中央土坑の周囲に 5本の主柱穴をもつ。中央土坑の両佃1に は直径 20m、 検出面からの深

さ 10 cmを 測る柱穴を各 1基検出した。出土遺物は、主柱穴の一つから弥生時代中期中頃の直口壺

の口縁部が遺存状態の良好な形で出土 した他、石鏃・石錐・大型蛤刃石斧・磨石・台石などの石器

ヽY=-67292m キY=-67280m  水田2 ×=-193028m

水田 1

竪穴住居2

×=-193052m

|

遺構全体平面図
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ゃ十ヌカイトの剥片が 78点 と多量に出土 し

た点が注目できる。

竪穴住居 2は竪穴住居 1に 隣接 して検出し

たもので、復原される遺構の規模は直径 6.2

mを 測る。炉 とみられる中央土坑は、竪穴住

居 1と 同 じくその東西に直径 20 cmを 測る柱

穴をもつ ものである。壁溝は幅 36 cmを 減1る

ものであり、主柱穴は 2本確認 したが、炉の

位置関係から本来は 4本柱をもつ構造と考え

られる。出土遺物は、主柱穴の一つから弥生

時代中期後半の直口壺の回縁部がほぼ完形の

状態で出土 した他、磨石などの石器が少量出

土 した。また覆土が失われているにもかかわ

らず、竪穴住居 1と 同じくサヌカイ トの剥片

が 15点 と一定量出上 した点が注目できる。

上坑 1は 調査区北東部において検出した遺

構で東西 0.8～ 0.9m、 南北 22m以上、検出

面からの深 さは 0.6mを 測る。木棺痕跡 と考

えられる直線的な落ち込みを検出し、炭を多

量に含む下層の覆土が_}l音6に 立ち上がってい

ることから、木棺墓の可能性が考えられる。

出土遺物は、覆土内から弥生時代中期の土器

片、石庖丁・台石などの石器、サヌカイ トの

剥片が出土 した。

次に江戸時代の遺構としては、調査区のほ

ぼ全域において、畦畔の伴 う水田区画を 19

単位以上 (水 田 1～ 3、 5・ 6・ 10～ 15、

17～ 21、 23・ 26・ 31)確認 した。遺構の

主軸は全て同一の方向性をもつ。遺構全体の

規模・形状は明らかではないが、短辺 30～

堅穴住居 1

堅穴住居 2

●t
|ム■

晰 …

水 田

3.5mの ものと、 15～ 2.Omの ものに分けられ、長辺はもっとも検出長の長い水田 15か ら7m以

上の規模を測るものと考えられる。遺構の形状は不整な長方形を呈するものと考えられ、遺構の隅

部には水回の痕跡とみられる乱れた部分が認められる。水田間には幅 10～ 70 cmの小畦畔と幅 2m

を測る大畦畔がある。水田 11と 13、 12と 13の境には幅 30 cmを 測る盛土畦畔が形成されている

ことから、遺構の時期は単一の所産ではなく、 2時期以上にわたるものと考えられる。また、農耕

に関連する痕跡として、水田 11か らウシと思われる偶蹄類の足跡を 1箇所検出した。遺構の年代

は、出土した遺物の年代観から、江戸時代初頭頃と考えられる。

靡
冬

(1ヒ から)

●
´
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今回の調査で出土 した遺物は比較的少量であるが、縄文時代から近世に至る時期の遺物があり、

その中でも遺構を確認 した弥生時代と近世の遺物が多く出土 した。また、下層調査においては縄文

時代後期から晩期の土器が一定量出土 したが、その中には磨消 し縄文と沈線文を施すもので、堀之

内 2式併行の関東系土器と考えられるものがある。

まとめ

今回の調査地点は、一般国道 24号和歌山バイパスエ事に伴う調査成果と合わせ、遺跡中央部の

様相をさらに明確化する資料が得られた。

まず、本調査地の北側で行われた 1987～ 1992年度調査区西側の成果と比較 した場合、その多

くが上下 2面の遺構面が存在するのに対 し、本調査では弥生時代中期から近世にかけての遺構を同

一遺構面で確認 した。また、その検出面も本調査地の方が 50～ 80 cm程度高 く、本調査地周辺が周

囲に比べ、より安定 した微高地に位置 している状況を指摘することができる。

検出した遺構・遺物では、弥生時代中期の竪穴住居 2棟、木棺墓と考えられる土坑 1基、近世初

頭の畦畦を伴 う水田区画 19単位以上を検出した。また、遺構は未確認ながら、縄文時代後期から

晩期の遺物包含層を確認 したことから、下面に縄文時代の単一遺構面が存在する可能性がある。

調査地 /T‐域で確認 した水田区画は、川辺遺跡では未検出のものである。その方向性は条里地害1の

方向性とは大きく異なり、現行の土地区画に近い方向性をもつ。川辺遺跡では既往の調査成果から、

本調査地周辺は中世後期以降に耕地化 していくものと考えられる。

本調査地の西倶1で検出された道路遺構の側溝は、今回の調査においてその延長部の検出が予想さ

れたが、それに関連する遺構は確認できなかった。また、包含層出土の遺物においても、当該期の

明らかな遺物は黒色土器が 1点のみであったことから、その推定路線についても再考 していく必要

があると考えられる。

弥生時代では中期の竪穴住居 2棟を検出したが、それは炉とみられる中央土坑の形状が楕円形を

呈し、長軸方向の端部に柱穴をもつもので、いわゆる松菊量型住居と呼称される形態を呈する。和

歌山県内では、本事例を含め 8遺跡 16例 を数えるに至ったが、時期的には前期から後期前半まで

継続 し、その中でも中期中頃から後半の事例が多い。形態的には堅田遺跡の 2例 を除き、他の事例

は中央土坑両端以外に床面上にも主柱穴が巡るいわゆる発展松菊里型住居と呼ばれるものに該当す

る。県内の松菊里型住居は、出土遺物の様相から石器製作や他の工房的な性格を有している可能性

が考えられ、本調査竪穴住居 1か らもサヌカイトの予1片 が多量に出上 した点はそれを追認する資料

と言える。 しかし、石器製作は必ずしも松菊里型住居に限って行われたとは言えず、中央土坑につ

いても本調査事例のように被熱の痕跡が少なく石器製作など炉以外の用途の可能性がある一方で、

炉堤を有することから炉として機能していた蓋然性も高いと考えられる例が多いなど、 ‐定の性格

を想定できない。このことから、松菊里型住居と通例の住居の構造差が工房的な性格を有するとい

う点のみに起因するとは言えず、今後検討 していく課題が多 く残されている。その上でも、今回の

調査で確認 した 2棟の松菊里型住居は重要な調査事例 と言えよう。

【参考文献】

『和歌山市内遺跡発掘調査llll報 ―平成13年度―』和歌山市教育委員会 2003年
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23. 第 24次調査

調 査 地 和歌山市一番丁 3番地

調査面積 10耐

位置と環境

史跡和歌山城は、紀ノ川下流域南岸の平野部に存在する標高 48mの独立丘陵、岡山に築かれた

平山城である。岡山は、東西 2つの頂部を持つその景観から虎伏山とも称されており、中央の谷状

地形を挟んだ西側には天守閣、東側には本丸御殿跡が配置され、丘陵北側平地部に二の九、さらに

その北倶1か ら東側にかけて三の九、北西側に西の九、丘陵西佃1か ら南側にかけて砂の九・南の九が

それぞれ取 り囲む形で配置されている。

和歌山城北西隅入口に設けられていた御勘定門跡周辺において、配管設置工事に伴う立会調査時

に礎石や板石敷などの遺構を検出したことから、検出遺構の写真撮影及び平板測量図作成等の調査

を行つたものである。周辺の調査では、御勘定門跡周辺で平成 7年 に行われた第 14次調査がある。

調査内容

調査は御勘定門跡周辺から幅 lmで南に約 55m掘削 した部分のうち、約 45m地点で 2m分 (A

地点)と 御勘定門跡周辺で 8m分 (B地点)の計 10ピの範囲で遺構を検出した。

A地点では東西方向の石組溝を確認 した。溝は幅 125mを 測るもので、底石に結晶片岩の板石を

敷き、佃l石 には砂岩の切石を用いたものであった。この石組溝は御勘定門跡から南に延びる道路を

横断するものであり、石組溝を境に南側の路面が約 40 cm高 くなっていた。本来的にはこの溝には

橋が架けられていたものと考えられる。

B地点では南佃1か ら、結晶片岩板石敷、砂岩礎石、砂岩切石列、結晶片岩礫敷などの遺構を確認

した。特に、検出した砂岩礎石と砂岩切石列は平成 7年度に行われた第 14次調査で検出された御
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[断面図]

■―_EL_
[平面図]

二三コ亜回正三正三三I正三II

勘定門のものとみられる砂岩礎石・砂岩切石と

対をなすものであり、御勘定門の遺構の一部と

考えられる。また、砂岩切石列の北側で検出し

た結晶片岩礫敷や砂岩礎石の南側で検出した結

晶片岩板石敷などは御勘定門に付属する雨落ち

等の施設であるとみられ、砂岩切石列は北側に

接する礫敷雨落ちの縁石であると考えられる。

まとめ

今回の調査で御勘定門跡に関するとみられる

砂岩礎石・砂岩切石列 (縁石)な どの遺構を検

出した。これらの遺構は、第 14次調査で検出

された御勘定門のものとみられる砂岩礎石・砂

岩切石縁石と対をなすものと考えられ、今回検

出した遺構群は和歌山城の御勘定門跡周辺の構

造を知る上で具体的な資料を得たものであった

といえる。

B地点遺構略浪1図 (1/150)

【参考文献】

『史跡和歌JI城 第12次発掘調査l「l要報告書』(財)和歌山市文化体育振興事業団 1994年

レΠ歌山市埋蔵文化財発掘調査年報』5(財 )和歌山市文化体育振興事業団 1998年

「
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∃

A地点遺構略測図 (1/150)

A地点石組遺構 (北から)
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Ⅲ.普及啓発活動

1.書籍刊行

埋蔵文化財の発掘調査報告書を刊行し、関係機関等へ配布した。

第 26集  『鳴神Ⅵ遺跡 第 5次発掘調査概報』

第27集  『大田・黒田遺跡 第45次発掘調査概報』

第28集  『太田・黒田遺跡第47次発掘調査概報』

第29集  『史跡和歌山城第23次発掘調査概報』

第30集  『太田・黒田遺跡第48次発掘調査概報』

第31集  『太田・黒田遺跡第49次発掘調査概報』

第32集  『有功遺跡第3次発掘調査概報』

第33集  『太田・黒田遺跡第52次発掘調査概報』

第34集  『秋月遺跡第9次発掘調査概報』

第35集  『史跡和歌山城第25・ 26次発掘調査概報』   (   ク   )
『和歌山市埋蔵文化財発掘調査年報 7』 ―平成 10(1998)。 平成11(1999)年度―

(平成 14年 3月 )

発掘調査報告書の編集を行った。

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成 11年度― (平成 13年 3月 )和歌山市教育委員会発行

『和歌山市内遺跡発掘調査概報』―平成 12年度― (平成 14年 3月 )和歌山市教育委員会発行

2.報告会等の開催

和歌山市教育委員会と共催で報告会等を実施した。

大田・黒田遺跡 第 45次調査現地説明会

平成 12年 12月 23日  参加者約 350名

有功小学校児童対象の有功遺跡 第 3次調査現地説明会

平成 13年 7月 12日 有功小学校構内調査現場 参加者 6年生児童約 70名

3.速報展等の開催

和歌山市立博物館と共催で速報展を実施した。

『第4回和歌山市埋蔵文化財速報展「発掘物語 2001」 』

平成 13年 4月 21日 ～ 6月 17日  和歌山市立博物館 特別展示室

速報展に伴い調査報告会を行った。

『ミュージアム・トーク「スライドで見る最新発掘情報in wakayalna city」 』

平成13年 5月 12日 和歌山市立博物館 講義室

(平成 13年 3月 )

(   ク   )

(  ク   )

(  ク   )

(平成 14年 3月 )

(   ク   )

ク

　

　

ク

　

　

ク
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